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この報告書は、「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に
関する法律（環境配慮促進法）」(平成１６年６月２日法律第７７号)第９条の規定に基づき、作成し、
公表するものです。
■対象組織 国立大学法人 宇都宮大学
■対象地区 峰町キャンパス、陽東キャンパス（工学部等）、附属学校、附属農場、附属演習林、

国際交流会館、学生寮

■対象期間 平成２５年４月～平成２６年３月
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ᴾ

 ঻が国↝課題↝一つに地球環境∝エネルギ∞問題があ↹ます⅛

国立大学↞⅚問題解決へ↝先導的モデル↗し↕⅚自↸が実践し⅚

そ↝叡智⇁社会に還元す↺こ↗が求め↸↻↕います⅛ܢ都宮大

学Ị࠯঺ᵏᵗ࠰ᾃஉỆẆ社会ỉ要請Ệ応ẳẺ人஬ỉ養঺ỊờểợụẆ

持ዓӧ能ễ社会ỉ形঺ử̟Ẵ教育や環境整備等ử通ẳề環境保

全Ệ努ỜỦẮểửؕஜ理念ểẲẺẐ環境方針」⇁策定し⅚地域↝環

境保全や環境負荷↝低減等に取↹組⇂↖います⅛ 

ᴾ ஜ学ỊẆẐ地域Ệ学ỎẆ地域Ệ返ẴẆ地域ể大学ỉ支え合いẑửἴ

ἕἚὊỆẆẐ豊Ầễႆ想ử地域ỆẆ新Ẻễ知ử世界ồẑửỿἵἕἓἧἾ

ὊἌểẲềẆ地域ᝡ献活動Ệ努ỜềộいụộẲẺẇấẦậẰộỂẆஜ

学ỉ地域ᝡ献活動ỊẆ࠯঺ᵏᵖࡇ࠰Ệ初Ờề行わủẺ全国ỉ国公

私立大学ỉ地域ᝡ献ࡇ調査Ệấいề総合第ᾀˮỆ輝ẨẆˌࢸẆ毎

間࠰ỉᾂࡇ࠰Ẇᵐᵓ࠰Ẇᵐᵒ࠰঺ᵐᵑ࠯ἚἕἩἾἫἽỆˮ置ỀẬỤủẆ࠰

Ị連ዓẲề総合第ᾁˮỆἻὅỿὅἂẰủẆẐ地域ᝡ献Ệ強い大学ẑể

Ẳề᭗い評価ử得ềấụộẴẇẮủờ一᣻Ệ皆様方ỉ多大ễắң力Ὁ

ắ支援ỉងỂあụẆ衷心ợụ厚Ẫấ礼申ẲɥậộẴẇᴾ

地域ᝡ献活動ỉ一環ểẲềẆ࠯঺ᵐᵑࡇ࠰Ệ学生ἮἻὅἘỵỴ支援室ử設置ẲộẲẺẇ学生ἮἻὅἘỵỴ支援

室ỂỊẆ東日ஜ大震災支援活動ỆьえẆ環境ồỉӕụ組ỚẆ就職活動ỉ支援Ẇ非行防ഥὉ交通ܤ全等ỉ地

域活性҄等ỉ活動支援ễỄử積極的Ệ行ẾềいộẴẇ 

 ẰỤỆẆ࠯঺ᵐᵓࡇ࠰ỆỊẆ地域や自治体ểỉ架Ậ橋ểễỦ地域連携教育研究ἍὅἑὊử設置ẲẆ全学的Ệ

地域ểỉ連携ử強力Ệ推ᡶẴỦ体制ử整備ẲộẲẺẇ地域連携教育研究ἍὅἑὊϋỆ設置ẲẺẐểẼẩ終章学

ἍὅἑὊẑỊẆ᭗齢者共生社会ử支えỦ人஬育঺ễỄỉ᣻要ễ役割ử担ẾềいộẴẇᴾ

ஜ報告書ỂỊẆ農学部ỆấẬỦẐ木質ἢỶỼἰἋỉỺ἟ἽἀὊ利用ẑや工学部ỆấẬỦẐ陽東ỿἵὅἣἋỉ

東日ஜ大震災ˌࢸỉ電力消費᣽ỉ推移及Ỏ節電対策ẑễỄẆஜ学ỉ特色ử踏ộえẺႆ展的ễӕụ組Ớử紹

ʼẰẶềいẺẻいềいộẴẇ将来ẮủỤỉӕ組ỉ更ễỦႆ展ầ期待ẰủộẴẇộẺẆ学生主体ỉ環境団体Ẑ環

境改善学生ἇἯὊἑὊᴾ ᵣᵡᵦᵭẑầẆ学生ỉ環境意識啓ႆỉẺỜỆ自主的Ệ作঺ẲẺݱ冊子Ẑᾔᾒᾞᴾ ᾢᾣＹᾛᾔẑ

ễỄờ特徴的ễӕ組ểẲề紹ʼẰẶềいẺẻいềいộẴẇắ᭗覧いẺẻẬủị幸いỂẴẇᴾ

ஜ学Ị社会Ệ開ẦủẺ大学ểẲềẆ教職員Ὁ学生ầ一丸ểễẾề環境保全等Ệӕụ組ỚẆ社会ỉ期待Ệ応

えềいẪ৑存ỂẴỉỂẆ一ޖỉắ理解ểắң力ửងụộẴợうẆợỨẲẪấ願い申ẲɥậộẴẇᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᾁ὿ᾀᾃ࠰ᾈஉᴾ 都宮大学長ᴾᴾᡶ஭武男ᴾܢ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

Ძ．学長メッセーǸ 
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都宮大学ỉ理念ể方針ᴾܢ■

ஜ学ỊẆ人類ỉ福ᅍỉ向ɥể世界ỉ࠯和Ệᝡ献ẴỦẮểử理念ểẲẆ広Ẫ社会Ệ開ẦủẺ大学ểẲềẆ質ỉ

᭗い特色あỦ教育ể研究ử実践ẴỦẺỜẆ次ỉؕஜ的ễ方針ử定ỜềいộẴẇᴾ

ᾀᵌ幅広Ẫ深い教養ể実践的ễ専門性ử身ỆếẬẆச来ửЏụ開Ẫ人஬ử育঺ẲộẴẇᴾ

ᾁᵌ持ዓӧ能ễ社会ỉ形঺ử̟Ẵ研究ử中心ỆẆ᭗水準Ể特色ỉあỦ研究ử推ᡶẲộẴẇᴾ

ᾂᵌ地域社会ỉỚễỤẵ広Ẫ国ᨥ社会Ệ学Ỏᝡ献ẴỦ活動ử積極的Ệ展開ẲộẴẇᴾ

■構঺人員ί࠯঺ᾁᾅ࠰ᾄஉᾀ日現נὸᴾ

学生等数ᴾ ᾅύᾂᾀᾂ人ᴾ

ᴾ ᴾ 学部学生ᴾᾃύᾀᾄᾅ人Ẇ大学ᨈ生ᴾᾆᾇᾂ人Ẇ連合農学研究科ᴾᾂᾅ人ᴾ

ᴾ ᴾ 教育学部附属学校ᴾݱ学校ᴾᾅᾃᾂ人Ẇ中学校ᴾᾃᾆᾄ人Ẇ特К支援学校ᴾᾅᾁ人Ẇ幼稚園ᴾᾀᾄᾇ人ᴾ

役職員数ᴾ ᾅᾃᾀ人ᴾ

ᴾ ᴾ 学長Ὁ理ʙᴾᾄ人ẆႳʙᴾᾁ人Ẇ大学教員ᴾᾂᾂᾅ人Ẇ附属学校教員ᴾᾇᾃ人Ẇʙ務職員Ὁ২術職員ᴾᾁᾀᾃ人ᴾ

■土地面積ᴾ

ᾇᵊᾈᾀᾇᵊᾄᾈᾀ㎡ᴾ

■建物床面積ᴾ

ᾀᾅᾄᵊᾁ὿ᾄ㎡ᴾ

決算᫇ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯■

ӓ入᣿ᴾ ᾀᾀᵊᾃᾇᾄ百万όᴾ

支Ј᣿ᴾ ᾀᾀᵊᾃᾀᾂ百万όᴾ

ᴾ

ᴾ ᴾ

Წ．宇都宮大学について 
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ᴾנᾄஉᾀ日現࠰঺ᾁᾅ࠯

ᴾ

ᴾ

ᴾ
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ᴾ
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ᴾ

ᴾ
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ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ
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ᴾ
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ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

理ʙᵆ総務･ᝠ務担当ᵇᴾ

理ʙᵆ研究･産学連携担当ᵇᴾ

理ʙ ᵆ企ဒ ･広報担当 ᵇᴾ

総 ਙ 理 ʙ Ὁ副 学 長ᴾ

理ʙᵆ教育･学生担当ᵇᴾ

役 員 会ᴾ学 長ᴾ

経 営 ң 議 会ᴾ

Ⴓ ʙᴾ

学 長 選 考 会 議ᴾ

教育研究評議会ᴾ

Ⴓ 査 室ᴾ

副 学 長ᴾ

学長特К補˱ᴾ

学 部ᴾ 大 学 ᨈᴾ

国 ᨥ 学 部ᴾ 国ᨥ社会学科ᴾ

国ᨥ文҄学科ᴾ

附属多文҄公共圏ἍὅἑὊᴾ

教 育 学 部ᴾ 学校教育教員養঺課程ᴾ

総合人間形঺課程ᴾ

附属教育実践総合ἍὅἑὊᴾ

附 属 幼 稚 園ᴾ

附 属 ݱ 学 校ᴾ

附 属 中 学 校ᴾ

附属特К支援学校ᴾ

工 学 部ᴾ 機械ἉἋἘἲ工学科ᴾ

電気電子工学科ᴾ

応 用 ҄ 学 科ᴾ

建 設 学 科ᴾ

情 報 工 学 科ᴾ

附属ờỉỀẪụ創঺工学ἍὅἑὊᴾ

農 学 部ᴾ 生物資源科学科ᴾ

応用生ԡ҄学科ᴾ

農業環境工学科ᴾ

農業経ฎ学科ᴾ

森 林 科 学 科ᴾ

附 属 農 場ᴾ

附 属 演 習 林ᴾ 船 生 演 習 林ᴾ

日 ή 演 習 林ᴾ

国ᨥ学研究科ᴾ 博士前期課程ᴾ 国ᨥ社会研究専攻ᴾ

国ᨥ文҄研究専攻ᴾ

国ᨥ交流研究専攻ᴾ

博士ࢸ期課程ᴾ 国ᨥ学研究専攻ᴾ

教育学研究科ᴾ 修 士 課 程ᴾ 学校教育専攻ᴾ

特К支援教育専攻ᴾ

ỽἼỿἷἻἲ開ႆ専攻ᴾ

教科教育専攻ᴾ

工 学 研 究 科ᴾ 博士前期課程ᴾ 機械知能工学専攻ᴾ

電気電子ἉἋἘἲ工学専攻ᴾ

物質環境҄学専攻ᴾ

地球環境ἙἈỶὅ学専攻ᴾ

情報ἉἋἘἲ科学専攻ᴾ

学ᨥέ端ἉἋἘἲ学専攻ᴾ

ἉἋἘἲ創঺工学専攻ᴾ博士ࢸ期課程ᴾ

農 学 研 究 科ᴾ 修 士 課 程ᴾ 生物生産科学専攻ᴾ

農業環境工学専攻ᴾ

農業経ฎ学専攻P

森林科学専攻ᴾ

学ϋ共ӷ教育研究施設等ᴾ 地域連携教育研究ἍὅἑὊᴾ

雑草ể᣺山ỉ科学教育研究ἍὅἑὊᴾ

総合ἳἙỵỴؕႴἍὅἑὊᴾ

留学生･国ᨥ交流ἍὅἑὊᴾ

地域共生研究開ႆἍὅἑὊᴾ

ἢỶỼἇỶỺὅἋ教育研究ἍὅἑὊᴾ

附 属 ׋ 書 館ᴾ

工 学 部 Ў 室ᴾ

保健管理ἍὅἑὊᴾ

ỿἵἼỴ教育･就職支援ἍὅἑὊᴾ

ؕႴ教育ἍὅἑὊᴾ

ỼἩἘỵἁἋ教育研究ἍὅἑὊᴾ

教 職 Ἅ ὅ ἑ Ὂᴾ

工 学 部 Ў 館ᴾ

工 学 部 Ў 室ᴾ

ʙ 務 部 局ᴾ Ⴓ 査 室ᴾ

企 ဒ 広 報 部ᴾ
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地球温暖҄ửỊẳỜểẲềẆ資源Ỻ἟ἽἀὊや生物多様性ễỄ地球環境保全ỉ問᫆ỊẆ人類ầ直面Ẳềい

Ủ大Ẩễ課᫆ểễẾềいộẴẇ自然ể豊Ầễ環境ỉ保全ử通ẳề一人一人ầ幸Ặử実感ỂẨỦ生活ửếẪụあ

ậẆ次世ˊỆዒ১ẰẶỦ社会ỉ構築ầいộ求ỜỤủềいộẴẇᴾ

ஜ学ỊẆ地域ỉ῏知ῐỉਗ点ểẲềẆộẺẆ広Ẫ社会Ệᝡ献ẴỔẪ開ẦủẺ大学ểẲềẆ社会ỉ要請Ệ応ẳẺ人

஬ỉ養঺ỊờểợụẆ持ዓӧ能ễ社会ỉ形঺ử̟Ẵ教育研究や環境整備等ử通ẳềẆ環境保全Ệ努ỜộẴẇᴾ

ؕஜ方針ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

ஜ学ỊẆؕஜ理念ử具体的Ệ実現ẴỦẺỜỆẆẴỔềỉ構঺員ầ法ˋ及Ỏ学ϋ規則等ử遵ܣẲẆˌɦỉ

ӕụ組ỚểểờỆẆዒዓ的ễ改善Ệ努ỜộẴẇᴾ

Ṟᴾ持ዓӧ能ễ社会形঺ử̟Ẵ教育研究ỉ推ᡶᴾ

˯炭素社会Ể求ỜỤủỦ環境問᫆Ệ関ẴỦἂἿὊἢἽễ視᣼ể実践力ểử養うẺỜỉ教育ửᡶỜộẴẇộ

ẺẆ持ዓӧ能ễ社会ỉ形঺ử̟Ẵ研究ử推ᡶẲẆẸỉ঺ௐử社会Ệ還元ẲộẴẇẰỤỆẆ学生Ệ対ẴỦ環境

問᫆ồỉ意識啓ႆửᡶỜỦẺỜẆ環境改善学生ἇἯὊἑὊễỄ学生参ь型ỉ学生支援ử積極的ỆᡶỜộ

Ẵẇᴾ

ṟᴾ地域ỉ環境保全ᴾ

環境Ệ関ẴỦ地域ỉ要請ử踏ộえẺ産学連携等ỉ推ᡶỆợụẆ地域社会Ệᝡ献ẲộẴẇᴾ

Ṡᴾ環境᝟荷ỉ˯減ᴾ

地球温暖҄対策ỉ推ᡶやẆ省Ỻ἟ἽἀὊ対策Ệ向ẬềẆ温室効ௐỾἋ排Ј抑制等ỉ環境配慮行動ử積極

的Ệ推ᡶẲộẴẇộẺẆ省資源Ẇ資源ỉ循環利用ẆἂἼὊὅ購入ỉ推ᡶẆ҄学物質管理ỉ徹底等Ẇ大学運営

ỆấẬỦ循環型社会構築ồỉ配慮Ệ努ỜộẴẇᴾ

ṡᴾ環境情報ỉႆ信ᴾ

環境方針Ẇ環境報告書Ẇ環境改善活動等ỉ自己点検Ὁ評価等ỉ環境関連情報ửẆ大学ἭὊἲἬὊἊ等ử

通ẳềẆ学ϋỉ教職員Ὁ学生や一般社会ồ積極的Ệ公開ẲộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ ᴾ

Ჭ．環境方針 



                                                                  

5 Utsunomiya University Environmental Report 2014  

 

４－１  木質バイオマスのエネルギー利用                                   

農学部 准教授 有賀一広 

■木質バイオマスのエネルギー利用とは 

木材は古来より薪や炭としてエネルギー利用されてきましたが、第2次世界大戦後の燃料革命により、石油、

石炭、天然ガスなどの化石資源が主要なエネルギー資源となりました。1990年代からは地球温暖化対策とし

て、2011年3月の東日本大震災以降はエネルギーの安定供給を目的として、太陽光、風力、地熱、中小水力、

バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用が促進されています。木質バイオマスについては、国土の

68.5％を森林が占める日本においては資源量が豊富であること、そのエネルギー利用が長い間不振の続く林

業・製材業を基盤とする中山間地域の活性化、ならびに間伐の遅れた人工林の手入れにより森林の公益的機

能維持へ寄与することが期待されることから、特に中山間地域において木質バイオマスのエネルギー利用の

取り組みが進められています。木質バイオマスには林業活動に伴って発生する林地残材などの未利用木材、

製材工場等残材などの一般木材、建設発生木材などのリサイクル木材がありますが、2012年7月に開始され

た再生可能エネルギーの固定価格買取制度では、未利用木材で発電された電気の買取価格が32円/kWhと

高値に設定されたため、全国で未利用木材を燃料と

する発電施設が多数、計画されています。ただし、出

力5MWで年間6万トン程度が必要とされる未利用木

材を買取期間20年間、安定して調達できるかが懸念

されています。 

■栃木県における木質バイオマスのエネルギー利用 

 栃木県においては薪や木質チップが温浴施設や木

材乾燥施設のボイラーの熱源として利用されていま

す。また、佐野市のセメント工場では2009年4月から

燃料の65％（年間10万トン）をリサイクル木材で賄う

25MWの発電施設が、那須塩原市の製材所では

2013年5月から一般木材を燃料とする265kWの発

電施設が、那珂川町の製材所では2014年7月から未

利用木材70％、一般木材30％を燃料とする

2,400kWの発電施設が稼動しています。 

当研究室では栃木県林業振興課、森のエネルギ

ー研究所と共同で、総務省の委託を受け、栃木県が

実施した 2009 年度「緑の分権改革」推進事業におけ 

 

4．教育研究活動 

図 1 2008 年度推定林地残材発生量（トン） 

図 2 森林バイオマス搬出機械 
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る栃木県クリーンエネルギー賦存量（理論的に導き出された潜在的な資源量）及び利用可能量等調査内、森

林バイオマス（林地残材）利用可能量詳細調査及び実証試験調査業務を実施しました。本事業は、地域に広

く浅く存在する森林バイオマスの発生場所と発生量（＝賦存量）を実際の施業実績を元に把握して利用可能

量を推定することと（図 1）、森林バイオマス（林地残材）の搬出・運搬コストの低減化とその利活用を促進しうる

システム（図 2）の導入可能性を検討することを目的に実施しました。推定した利用可能量は栃木県における

森林バイオマスのエネルギー利用計画に用いられるとともに、推定手法は他地域における利用可能量を推定

する際の参考とされています。 

■那須野ヶ原森林バイオマスプロジェクト 

東日本大震災では、栃木県北部に位置する那須野ヶ原地域でも甚大な被害を受け、また、その後の放射

能汚染による影響は大変深刻な状況であります。森林の除染については、落葉等の堆積有機物、枝葉の除

去や間伐など伐採による樹木の除去などが

検討されていますが、これらの除去物質を

木質バイオマスとしてエネルギー利用する

ことで、地域のエネルギー源確保に繋がり

ます。2012～2013年度には、宮沢建設株

式会社、那須野ヶ原土地改良区連合、小

出チップ工業有限会社、松本興業株式会

社、当研究室からなる事業組合によって除

染装置を備えた木質バイオマスガス化発電

小型プラントの開発が実施されました（図

3）。 

■木質バイオマスの改質ガス化・トリジェネ利用システムの研究開発 

2014年度からは木質バイオマスの従来型ガス化炉の後段に、脱硫処理塔、タール・NH3分解反応器とCO2

吸収塔を組み込むことによりガス化率75%, H2/CO比=2のバイオガスを高収量で製造し、電力・熱に加えて、エ

タノール燃料の地域供給を可能とする木質バイオマスの高機能改質ガス化技術の基盤研究を学内および学

外グループメンバーと共同で行っています。 

図 3 那須野ヶ原森林バイオマスプロジェクト 
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陽東ỿἵὅἣἋỉ前ࡇ࠰ỉ最大電力消費

᣽ႆ生日ᵆᵐᵎᵏᵎ࠰ᵕஉᵐᵏ日ᵇỉ外気温ࡇỊ

ᵑ ᵌɔᵗ℃ᵆܢ都宮地方気象Ө観測値ᵇể᭗ẪẆ多

Ẫỉ部ދỂ空調ầ使わủ ᵏᵔ時Ệ電力消費᣽

Ị ᵏᵏᵔᵐᶉᵵ ểễụ契約電力᣽ᵆᵏᵏᵎᵗᶉᵵᵇửờ

ɥ回ẾềいộẲẺᵆ׋ᾀᵇẇễấẆ陽東ỿἵὅἣ

ἋỆỊ工学部ỉ研究及Ỏ実験棟ỉ他Ẇ各Ἅὅ

ἑὊίἅἻἮἾὊἉἹὅἍὅἑὊẆ地域共生研

究開ႆἍὅἑὊẆ総合ἳἙỵỴؕႴἍὅἑ

ὊὸẆ学生支援施設ί石井会館ὸẆ学生寮ί陽

東寮Ὁ雷鳴寮ὸễỄờ含ộủềấụẆ電力消費

᣽ử ᵏᵑ ỉ系統ᵆᾀ時間間隔ᵇỂ測定Ẳềいộ

Ẵẇᴾ

Ẑ電力使用制限ˋẑỆợụ陽東ỿἵὅἣἋỉ

ᾀ時間ắểỉ電力消費᣽ửẆ契約電力᣽ỉ

ᵖᵓ%ˌɦẆẴễわẼẆᵗᵒᵑᴾᶉᵵˌɦểẲễẬủ

ịễỤễいẮểẦỤẆộẵ空調ỆợỦ電力消費

᣽ồỉ影響ử把握ẴỦẮểỆễụộẲẺẇ

ᵐᵎᵏᵏ࠰ᵔஉᵏᵎ日ᵆ᣿ᵇ～ᵐᵐ日ᵆ水ᵇỆấいề

各研究棟ỉ研究室ỉ空調機ử ᵏᵏ～ᵏᵒ 時Ệ

ᵐᵖ℃Ể強制的Ệ運転ẲẆ空調運転ỆợỦ電力

消費᣽ỉ影響ử把握ẲộẲẺẇ総合研究棟ỉ

空調ỆợỦ電力消費᣽Ị ᵔᵎᶉᵵ ờɥ昇ẴỦẮ

ểầЎẦụộẲẺᴾ ᵆ׋ᾁᵇẇ他ỉ系統Ệấいềờ

ᵐᵎ～ᵓᵎᶉᵵ ɥ昇ẲẆ研究棟ỉ合計Ị ᵗᵐᵓᶉᵵ

ỆờᢋẴỦẮểầЎẦụộẲẺẇ最ờ空調ử使

用ẴỦ石井会館ᵆ生ңὉ食堂ử含ớᵇや地域共

生研究開ႆἍὅἑὊẆἅἻἮἾὊἉἹὅἍὅᴾ

ᴾ
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ᾀᴾ׋ 陽東ỿἵὅἣἋỉᵐᵎᵏᵎࡇ࠰最大電力ᴾ
消費᣽及Ỏ外気温ࡇỉ時刻変動ᴾ

ᾂᴾ׋ 空調及ỎἫὊἋ電力ỆợỦ電力消費᣽ᴾ

ᾁᴾ׋ 空調ỆợỦ電力消費᣽ỉ変動ᴾ

※ᵐᵎᵏᵏ࠰ᵔஉᵏᵒ日ᵆ火ᵇᵏᵏ～ᵏᵒ時ᴾ

総合研究棟ᴾ

ᴾ

■陽東ỿἵὅἣἋỉ東日ஜ大震災ࢸỉ節電対策ᴾ

ᵐᵎᵏᵏ࠰ᵑஉᵏᵏ日ỉ東日ஜ大震災ỆợỦ福島第一原子力ႆ電৑ỉ稼働停ഥỆểờễうẐ電力使用制限ˋ

ᵆ前࠰ỉӷ期間ỉ最大電力使用᣽比較Ể ᵏᵓήỉ削減ỉ義務 ᵇ҄ẑỆ対ẴỦ陽東ỿἵὅἣἋỉ対策Ệếいề示

ẲộẴẇᴾ
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第䠍段階
䠄当番䜾䝹ー䝥䠅

第䠎段階
䠄待機䜾䝹ー䝥䠅

䠓月第䠍週 㻔 㻣㻛㻝㻕 䐡䜾䝹ー䝥 䐢䜾䝹ー䝥
䠓月第䠎週 㻔 㻣㻛㻠㻙㻣㻛㻤㻕 䐟䜾䝹ー䝥 䐠䜾䝹ー䝥
䠓月第䠏週 㻔 㻣㻛㻝㻝㻙㻣㻛㻝㻡㻕 䐠䜾䝹ー䝥 䐡䜾䝹ー䝥
䠓月第䠐週 㻔 㻣㻛㻝㻥㻙㻣㻛㻞㻞㻕 䐡䜾䝹ー䝥 䐢䜾䝹ー䝥
䠓月第䠑週 㻔 㻣㻛㻞㻡㻙㻣㻛㻞㻥㻕 䐢䜾䝹ー䝥 䐟䜾䝹ー䝥
䠔月第䠍週 㻔 㻤㻛㻝㻙㻤㻛㻡㻕 䐟䜾䝹ー䝥 䐠䜾䝹ー䝥
䠔月第䠎週 㻔 㻤㻛㻤㻙㻤㻛㻝㻞㻕 䐠䜾䝹ー䝥 䐡䜾䝹ー䝥
䠔月第䠏週 㻔 㻤㻛㻝㻡㻙㻤㻛㻝㻥㻕 䐡䜾䝹ー䝥 䐢䜾䝹ー䝥
䠔月第䠐週 㻔 㻤㻛㻞㻞㻙㻤㻛㻞㻢㻕 䐢䜾䝹ー䝥 䐟䜾䝹ー䝥
䠔月第䠑週 㻔 㻤㻛㻞㻥㻙㻤㻛㻟㻝㻕
䠕月第䠍週 㻔 㻥㻛㻝㻙㻥㻛㻞㻕
䠕月第䠎週 㻔 㻥㻛㻡㻙㻥㻛㻥㻕 䐠䜾䝹ー䝥 䐡䜾䝹ー䝥
䠕月第䠏週 㻔 㻥㻛㻝㻞㻙㻥㻛㻝㻢㻕 䐡䜾䝹ー䝥 䐢䜾䝹ー䝥
䠕月第䠐週 㻔 㻥㻛㻞㻜㻙㻥㻛㻞㻞㻕 䐢䜾䝹ー䝥 䐟䜾䝹ー䝥
䠕月第䠑週 㻔 㻥㻛㻞㻢㻙㻥㻛㻟㻜㻕 䐟䜾䝹ー䝥 䐠䜾䝹ー䝥

䚷䚷䛯䛰䛧䚸特別行事等䛾場合䛿使用ྍ㻔ᒆ出䛜必要㻕䚹

週

䐟䜾䝹ー䝥 䐠䜾䝹ー䝥

䚷※特䊠㻔㻥㻝㻝㻕䚸特䊡㻔㻥㻞㻝㻕䚸䜰䜹䝕䝭䜰䝩ー䝹䛿䛺䜛べく空調を使用䛧䛺い䚹

䚷※第䠎段階及び最終段階䛻䛚い䛶䚸当番䛻関係䛺く空調を停止䛷䛝䜛
䚷䚷部ᒇ䛿空調を停止䛩䜛䚹

表ᾁᴾ 各ἂἽὊἩỉ節電対策実行日時ᴾ表ᾀᴾ 節電実施ἂἽὊἩᴾ

No㻚

䠍号館 応用化学科

䠎号館 応用化学科䚸総合研究棟

䠏号館 電気電子工学科

䠐号館 電気電子工学科

䠓号館 機械シス䝔䝮工学科

䠔号館 建設学科

䠕号館 情報工学科

䠍䠌号館 学際先端シス䝔䝮学専攻棟

附属図書館ศ館䠄閲覧室䠅

保健管理セン䝍ー工学部ศ室
除外

㻠

総合䝯䝕䜱䜰基盤セン䝍ー

附属䜒䛾䛵く䜚創成工学セン䝍ー

コラ䝪䝺ーションセン䝍ー

䜸䝥䝔䜱䜽ス教育研究セン䝍ー

石井会館

学生寮

名称

㻝

㻞

地域共生研究開発セン䝍ー

㻟

附属図書館ศ館䠄事務室䠅

表ᾂᴾ 節電対策実行方法ᴾ

実行方法 具体的方法

実行条件

䚷消費電力量を契約電力量䛾㻤㻡%䠄㻥㻠㻟 kW䠅以ୗ䛸䛩䜛䛯䜑䛻，㻤㻜%䠄㻤㻤㻣
kW䠅を限界値䛸䛧䛶設定䛧，消費電力量䛜䛣䛾値を超え䜛䛸予測䛥䜜䛯時
点䛷，消費電力量をୗ䛢䜛対策を強化䛩䜛䚹䛩䛺わ䛱，㻤㻤㻣～㻥㻠㻟 kW䛿
䝺ッ䝗䝌ーン䛷あ䜚，消費電力量䛜䛣䛾䝌ーン䛻入䜛䛸予測䛥䜜䛯場合
䠄例えば，㻟㻜ศ間䛷㻠㻠㻟 kW以ୖ䛸䛺䛳䛯場合䠅䛻䛿，以ୗ䛻述べ䜛第㻞段
対策䠄䛥䜙䛻䛿，最終対策䠅を発動䛩䜛䚹

第䠍段対策
䚷当番䜾䝹ー䝥䛾部ᒇ䠄ᒆ䛡出䛯部ᒇを除く䠅䛿，㻥時～㻞㻜時䛾間，冷ᡣ
を使わ䛺い䚹

第䠎段対策
䚷消費電力量䛜䝺ッ䝗䝌ーン䛻入䜛䛸予想䛥䜜䜛場合䛻䛿，待機䜾䝹ー䝥
䛾部ᒇ䠄ᒆ䛡出䛯部ᒇを除く䠅䛾冷ᡣをษ䜛䚹

最終対策
䚷第㻞段対策を講䛨䛶䜒消費電力量䛜䝺ッ䝗䝌ーン䛻入䜛䛸予測䛥䜜䜛場
合䛻䛿，電灯線䠄ᒆ䛡出䛯部ᒇ䛾電灯線を除く䠅䛾䝤䝺ー䜹ーをษ䜛䛸䛸䜒
䛻，全䛶䛾䜾䝹ー䝥䛾部ᒇ䠄ᒆ䛡出䛯部ᒇを除く䠅䛾冷ᡣをษ䜛䚹

そ䛾他䛾
節電対策

䚷照明䛾節約，パ䝋コン䛾省電力䝰ー䝗䛺䛹，ྍ能䛺限䜚節電䛻努䜑䜛䚹
冷蔵庫䠄研究用途以外䠅䛻䛴い䛶䛿ྍ能䛺限䜚集約䛧，㻝ྎ䛾冷蔵庫を多
人数䛷利用䛩䜛䚹冷蔵庫を夜間䛻冷却䛧䛶䛚䛝，日中䛿電源をษ䜛䛣䛸
䛜望ま䛧い䛜，実行䛜困難䛺場合䛿，設定温度を䛷䛝䜛䛰䛡高く䛩䜛䚹

避難場ᡤ
䚷図書館ศ室䛾閲覧室䛿，室温㻞㻤 ºCを保持䛧，暑䛥䛛䜙䛾避難場ᡤ䛸䛩
䜛䚹ま䛯，保健管理セン䝍ーศ室䛿全室を冷ᡣをษ䜙䛺い部ᒇ䛸䛩䜛䚹

体制
䚷陽東地区を㻠䜾䝹ー䝥䛻ศ䛡，㻝週間䛤䛸䛻，当番䜾䝹ー䝥䛸待機䜾䝹ー
䝥を設定䛩䜛䚹

連絡手順
䚷総務係䛜䝕䝬ン䝗計を確認䛧，䐟各棟䛾節電対策員䛻電話䛷連絡䛧，
各節電対策員䛿鈴を鳴䜙䛧䛺䛜䜙周知䛩䜛䚹䐠陽東地区䛾教職員䛻䝯ー
䝹を配信䛧，研究室及び学生䛻周知䛩䜛䚹

設定温度
䚷温度設定䠖冷ᡣ䛿，コン䝖䝻ーラを㻞㻤 ºC䛻設定䛧䛶使用䛩䜛䚹䛯䛰䛧，䛣
䛾設定䛷㻝時間以ୖ経過䛧䛶䜒，室温䛜㻟㻜 ºCを超え䜛場合䛻䛿，室温䛜
㻟㻜 ºC䛸䛺䜛ま䛷設定温度をୗ䛢䜛䚹

ἑὊễỄỉЎử考えỦể契約電力᣽ử超え

ỦỉỊ明ỤẦểễụộẲẺᵆ׋ᾂᵇẇᴾ

ẸẮỂẆ確実ỆἦὊἁ時ỉ電力消費᣽ử

契約電力᣽ỉ ᵖᵓ%ίᵗᵒᵑᴾ ᶉᵵὸˌɦểẴỦ

ẺỜỆẆᾂ段階ỉ対策ửӕụộẲẺẇộẵẆ

第ᾀ段対策ểẲềẆ空調ỆợỦ電力消費᣽

ầӷẳ大ẨẰểễỦợうỆἂἽὊἩЎẬί表

ᾀὸẲẆᾀᡵ間ắểỆ当番ἂἽὊἩỉ空調ử

ᵗ～ᵐᵎ 時ỉ間Ẇ停ഥẴỦ輪番制ử行いộ

ẲẺί表ᾁὸẇ第ᾁ段対策ểẲềẆᵖᵎ%ίᵖᵖᵕ

≒ᵖᵖᵎᴾ ᶉᵵὸử限界値ểẲềἙἰὅἛ計ỉỴ

ἻὊἲử設定ẲẆ電力消費᣽ầẮỉ値ử超

えẺ時点ỂẆ陽東ỿἵὅἣἋỉ教職員Ệ

空調ỉ停ഥ依頼ỉἳὊἽử配信ẲộẲẺẇ

ộẺẆ待機ἂἽὊἩỉ担当棟ồ周知ểẲềᴾ

確認ỉ鈴ử鳴ỤẲẆ空調停ഥử̟ẲộẲẺẇẸủỂờ電力消費᣽ử抑えỦẮểầỂẨễい場合ỆỊ第ᾂ段階ί最

終対策ὸểẲềẆ照明やἅὅἍὅἚễỄỉ系統ỉἨἾὊỽὊửЏỦẮểể全ềỉἂἽὊἩỉ部ދᵆ空調停ഥỉ免ᨊ

ửފẬẺ部ދửᨊẪᵇỉ冷৐ửЏỦẮểờ想定ẲộẲẺẇᴾ

ˌɥỉợうễ計ဒỆؕỀẨ節電対策ử実行ẲẺᾁ὿ᾀᾀ࠰ỉ電力消費᣽ử前ࡇ࠰ίᾁ὿ᾀ὿࠰ὸể比較ẲộẴẇ

ộẵẆ外気温ࡇỉ日変動ử見ộẴᵆ׋ᾃɥ段ᵇểᵐᵎᵏᵎ࠰及Ỏᵐᵎᵏᵏ࠰ỉᵆᶀᵇ日࠯均外温ࡇỊ冬季Ệấいềᵎ～

ᵓ℃Ẇ夏季Ệấいề ᵐᵓ～ᵑᵎ℃ểӷ様ễ傾向ử示ẲềấụẆẰỖỄᢌいỊễẦẾẺể言えộẴẇᾀஉỉ電力消費

᣽Ịᵐᵎᵏᵎ࠰Ẇᵐᵎᵏᵏ࠰共Ệ夜間Ệấいềᵒᵎᵎ～ᵓᵎᵎᶉᵵẆ昼間Ị空調ᵆ暖৐ᵇỆợụᵏᵎᵎᵎᶉᵵểễẾềいẺờỉ

ầᾂஉ初旬ỆỊ ᵖᵖᵎᶉᵵ ˌɦỆ減少ẲềいộẲẺẇᾂஉ中旬ẦỤ夜間ỆấいềỊᾁ὿ᾀ὿࠰Ị ᵑᵎᵎ～ᵑᵓᵎᶉᵵẆ昼

間Ị ᵕᵎᵎᶉᵵộỂ減少ẲẆᵒஉỆỊ ᵖᵎᵎᶉᵵộỂɥ昇ẲềいẺỉỆ対ẲẆᵐᵎᵏᵏ࠰ỆỊ夜間Ịᵑᵎᵎᶉᵵ程ࡇẆ昼

間Ểờᵔᵎᵎᶉᵵ程ࡇểễẾềいộẲẺẇẮủỊ各種実験機器ỉ停ഥὉ故ᨦ及Ỏ節電ỆợỦờỉể思わủộẴẇộᴾ
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䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 䠓 䠔 䠕 月

㻔㼍㻕日ᖹ均外気温度

㻔㼎㻕陽東キ䝱ンパス全体䛾電力消費量

契約電力䠖1109kW

※制御電力䠖880kW(1109×80)

※東日本大震災発生
䠄䠎䠌䠍䠍ᖺ䠏月䠍䠍日䠅

ᾃᴾ׋ 東日ஜ大震災前ࢸᵆᵐᵎᵏᵎᵊᵐᵎᵏᵏ࠰ᵇỉ陽東ỿἵὅἣἋỉ電力消費᣽及Ỏ外気温ࡇỉ日変動ᴾ

※Ẑ電力使用制限 ẑ̀節電対策実施期間ᴾ

ẺẆ夏季ỆếいềỊ空調ᵆ冷৐ᵇỆợụᾅஉỉ昼間Ịᵗᵎᵎᶉᵵử超えẆᾆஉ஛ỆỊᵏᵐᵎᵎᶉᵵỆᢋẲềいộẲẺẇ一方

ᵐᵎᵏᵏ࠰ᵆ赤線ᵇỊẆᾆஉỊ前述ỉ節電対策ỆợụẆᵖᵎᵎ～ᵖᵕᵎᶉᵵ程ࡇẆẰỤỆᾇஉỆỊ夏˞Ớểễụ教室群ỉ空

調ầഥỜỤủᵕᵎᵎᶉᵵ程ࡇộỂ抑えỤủộẲẺẇẮỉợうỆẆ電力使用᣽ỉ目標値ửܣỦẮểầỂẨẆ体調ɧ良

ửᚫえỦ人ờễẪ節電対策ử終えỦẮểầỂẨộẲẺẇᴾ

■ᾁ὿ᾀ὿～ᾁ὿ᾀᾂࡇ࠰ỉ電力消費᣽ỉ比較ᴾ

ᵐᵎᵏᵎ～ᵐᵎᵏᵑࡇ࠰ỉ陽東ỿἵὅἣἋỉஉКỉ電力消費᣽ử見ộẴᵆ׋ᾄᵇểẆᵐᵎᵏᵎࡇ࠰Ị節電ễỄỊ意識

Ặẵ電気ầ使わủềấụ夏季Ẇ冬季共Ệ空調ỆợụᵏᵖᵎᵎᵥᵨᵍஉểễẾềいộẲẺầẆᵐᵎᵏᵏ࠰ᵑஉỆ東日ஜ大

震災ầႆ生ẲẆᵑẆᵒஉỊᵏᵎᵎᵎᵥᵨᵍஉộỂ減少ẲộẲẺẇẐ電力制限ˋẑỆợỦ節電対策ỆợụᵕஉỊᵏᵑᵎᵎᴾᵥᵨᵍ

உể前࠰Ệ比Ổ大幅Ệ減少ẴỦẮểầỂẨộẲẺẇẺẻ冬季ỆỊ輪番制ỆợỦ空調停ഥỉ節電対策ỊӕỤễẦ

ẾẺỉỂᵏᵔᵎᵎᴾᵥᵨᵍஉểễẾềいộẲẺẇᵐᵎᵏᵐẆᵐᵎᵏᵑࡇ࠰ờӷ様Ệ空調停ഥỉ輪番制ỊӕỤễẦẾẺỉỂ夏

季及Ỏ冬季Ệᵏᵓᵎᵎᴾv ᵨᵍஉ程ࡇểễẾềいộẲẺẇ࠰間ỉ電力消費᣽Ể見ộẴᵆ׋ᾅᵇểᵐᵎᵏᵎࡇ࠰Ịᵏᵖᵎᵎᵎᵥᵨᵍ

ӷ様ễ変動ử示ẲềいộẴẇễấẆᵐᵎᵏᵎࢸộỂ減少ẲẆẸỉ࠰ỆỊᵏᵓᵎᵎᵎᴾᵥᵨᵍࡇ࠰ỂあẾẺờỉầẆᵐᵎᵏᵏ࠰

Ịᵏᵓήờ減少ẲộẲẺẇᴾࡇ࠰比Ểᵐᵎᵏᵏࡇ࠰

உКỉ電力料᣿Ể見ềỚộẴᵆ׋ᾆᵇểẆᵐᵎᵏᵎ࠰ỂỊᾆஉỆấいềᵕᵐᵎ万όᵍஉểễẾềいộẲẺầẆᵐᵎᵏᵏ࠰

ᵕஉỆấいềỊ節電ỉ効ௐỆợụᵓᵗᵎ万όᵍஉộỂ減少ẲộẲẺẇẲẦẲẆ電気ỉؕஜ料ỉ値ɥậỆợụᵐᵎᵏᵐ࠰

ᵕஉỆỊᵖᵐᵎ万όᵍஉẆᵐᵎᵏᵑ࠰ᾆஉỆỊᵗᵎᵎ万όᵍஉểễẾềẲộいộẲẺẇࡇ࠰Кỉ電力料᣿Ể見ềỚộẴ

ᵆ׋ᾇᵇểᵐᵎᵏᵎࡇ࠰Ịᵕᵏᵏᵎ万όᵍ࠰ỂあẾẺỉầᵐᵎᵏᵏࡇ࠰ỆỊᵔᵗᵐᵎ万όᵍ࠰Ệ減少ẲộẲẺẇẲẦẲẆᵐᵎᵏᵐ࠰

比Ểᵐᵖήờɥ昇ẲềいộẲẺẇᴾࡇ࠰ểễụẆᵐᵎᵏᵎ࠰Ịᵗᵏᵏᵎ万όᵍࡇ࠰Ẇᵐᵎᵏᵑ࠰Ịᵖᵑᵒᵎ万όᵍࡇ

■ʻࢸỆ向Ậềᴾ

電力料᣿ỉ削減ầ緊急ỉ課᫆ểễẾềấụẆʻࢸỉ節電対策ử行うɥỂ᣻要ễ点ử検討ẲộẲẺẇộẵẆ

ᵐᵎᵏᵑ ᾈᵇỉ中Ể最ờ電力消費᣽ầ大Ẩい総合研究棟ẆỺ἟Ἵ׋ỉ陽東ỿἵὅἣἋỉ各棟ỉ電力消費᣽ᵆࡇ࠰

ἀὊ環境科学棟Ẇ石井会館ᵆ総合ἳἙỵỴؕႴἍὅἑὊẆ雷鳴Ὁ陽東寮ờ含ớᵇỊẸỉ電力使用実態ử把握Ẵ

Ủ必要ầあụộẴẇộẺẆ近࠰Ẇ耐震改修ể共Ệ空調機器ỉ更新ử行ẾẺ応用҄学Ҥ棟ᵆᵐᵎᵏᵐ࠰ᵇẆ建設棟ᴾ

ᴾ
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電力消費᣽ỉ時刻変動ᵆ一ヶஉЎᵇᴾ

ᾈᴾ׋ ᵐᵎᵏᵑࡇ࠰ỉ陽東ỿἵὅἣἋ各棟ỉ電力消費᣽ᴾ

ᾄᴾ׋ ᵐᵎᵏᵎ～ᵐᵎᵏᵑࡇ࠰ỉ陽東ỿἵὅἣἋỉ電力消費᣽ᴾ

ᾅᴾ׋ ᵐᵎᵏᵎ～ᵐᵎᵏᵑࡇ࠰ỉ陽東ᴾ
ỿἵὅἣἋỉ電力消費᣽ᵆࡇ࠰Кᵇᴾ

ᾆᴾ׋ ᵐᵎᵏᵎ～ᵐᵎᵏᵑࡇ࠰ỉ陽東ỿἵὅἣἋỉ電力料᣿ᴾ

ᾇᴾ׋ ᵐᵎᵏᵎ～ᵐᵎᵏᵑࡇ࠰ỉ陽東ᴾ
ỿἵὅἣἋỉ電力料᣿ᵆࡇ࠰Кᵇᴾ

ᾀᵏᴾ׋ 建設棟ᾂ階西側Ў電Ⴔᴾ
電力消費᣽測定機器設置状況ᴾ

電力᣽測定ἿỾὊᴾ
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ᴾ

ᵆᵐᵎᵏᵑ ᵇẆ電気電子棟ᵆᵐᵎᵏᵑ࠰ ᵇỉ空調ỉ熱効率及Ỏ電力消費᣽調査ᵆ性能評価ᵇẆ省Ỻ἟制御ờ᣻要ể思࠰

わủộẴẇễấẆ建設棟ỂỊ各階及Ỏ各ἐὊὅỉЎ電Ⴔỉ電力消費᣽ử測定Ẳ始ỜộẲẺᵆ׋ᾀᾀᵇẇᴾ

更ỆẆ総合研究棟ỆấいềỊ授業ỉ空調ử優έẲềいộẴầẆᵐᵎᵏᵑ࠰ᾆஉỉ電力消費᣽ᵆ׋ᵏᵎᵇỊᵐᵎᵎᶉᵵ

ờ超えềいộẴẇ何ỤẦỉ対策ầ必要ể思わủộẴẇộẺẆἅἻἮἾὊἉἹὅἍὅἑὊ及Ỏ地域共生研究開ႆἍ

ὅἑὊỂỊἁἼὊὅἽὊἲử使用ẴỦẮểỆợụᵑᵎ～ᵒᵎᶉᵵờɥ昇ẲẆ使用時間ỆợụἦὊἁ電力Ệ大ẨẪ影響Ẵ

ỦẮểẦỤẆ使用時間Ệếいề検討ẴỦ必要ầあỦể思わủộẴẇᴾ

最ࢸỆẆ東日ஜ大震災ࢸẆ陽東ỿἵὅἣἋỂỊ様々ễ節電対策ử行ẾềẨộẲẺầẆ教職員及Ỏ学生ỉ皆

様ỉ御ң力Ệ感謝申ẲɥậộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ
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ᾃὼᵑᴾ ᴾ 修士課程ᴾ教育学研究科ᴾ授業科目Ẑ環境教育特論ẑỉ実践ᚡ録ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ
教育学部ᴾ 教授ᴾ 山ဋᴾ 洋一ᴾ

■ỊẳỜỆᴾ

ஜ学大学ᨈ修士課程ᴾ教育学研究科ỉ授業科目Ẑ環境教育特論ẑỆếいề紹ʼẲύ合わẶềᇿ者ầ担当Ẵ

Ủ第 ᵊpᴾᵗ回ỉϋ容ửؕỆ௾木県ỉ最近ỉỺ἟ἽἀὊ環境૎策ỉ方向性ễỄỆếいề触ủẺいể思いộẴẇᴾ

■大学ᨈ修士課程ᴾ教育学研究科ᴾ授業科目Ẑ環境教育特論ẑỉ全体構঺ᴾ

授業ỉ概要ίᵐᵔࡇ࠰ỉ例ẻầᵐᵓࡇ࠰ờӷ様ὸ

ửˌɦỆ示ẲộẴẇẮỉ科目Ị主Ệӷ研究科ỉ

理科教育ể家૎教育専修学生ầޗ修ẲộẴầύ

他専修ỉ学生Ệờ開્ẲềいộẴί写Ⴧᵏὸẇᴾ

Ẕ授業ỉ概要ẕᴾ

第 ᵏ 回ίɥဋὸ環境教育特論ỉ概要ᛟ明ể全体

ỼἼỺὅἘὊἉἹὅᴾ

第 ᵊmᴾŋ 回ίɥဋὸẐ生物多様性ẑ生物多様性ỉ大

ộẦễᛅể生物学教室ỆấẬỦ௾木県ϋỉ

環境保全活動ỉ紹 ᴾ̓

第 ᵒ 回ί松居ὸẐ持ዓɧӧ能社会ỉ黙示録ᾉỶὊ

ἋἑὊ島ỉ寓ᛅẑỶὊἋἑὊ島文明崩壊ử例

Ệ持ዓӧ能ễ開ႆểỊ何Ầử検討ᴾ

第ᵓᵊᴾᵔ回ί堀ဋὸẐỺ἟ἽἀὊ環境問᫆ẑᴾ

第ᵕ回ί松居ὸẐ水俣病ẑ深刻ễ公害病ỆấẬỦ因ௐ関̞ỉ追究ể法的責任Ệếいề解ᛟᴾ

第ᵖ回ί山ဋὸẐ水環境ỉ問᫆ẑἂἿὊἢἽễ視点Ểỉ水資源問᫆ểܤ全ễ水ỉ供給Ệếいềỉ討論ᴾ

第ᵗ回ί山ဋὸẐ௾木県ỉ最近ỉỺ἟ἽἀὊ環境施策ẑỺ἟ἽἀὊ問᫆ể地球温暖҄対策ỉ動向ᴾ

第 ᵏᵎ 回ί˱々木ὸẐ生物多様性ể生活文 ᵆ҄染織ỉ視点ẦỤᵇẑ生物多様性ỉ供給ἇὊἥἋể文҄的ἇὊἥἋ

ầύ生活文҄ỆɨえẺ影響ể持ዓễӧ能ễẦẺẼỆ২術ửႆ展ẰẶềẨẺ過程ᴾ

第ᵏᵏ回ί˱々木ὸẐᴾᵪᵭᵦᵟᵱᵊᴾᵢᶍᶕᶌᶑᶆᶇᶄᶒᶃᶐᴾẦỤ環境共生ἋἑỶἽử考えỦẑᴾᵪᵭᵦᵟᵱᵊᴾ ᵢᶍᶕᶌᶑᶆᶇᶄᶒᶃᶐ ểいう社会

現象ỉ紹ʼểύ環境共生ἋἑỶἽửἘὊἰểẲẺӖ講者ӷ士ỉᛅẲ合いᴾ

第ᵏ ᵊmᴾᵏᵑ回ίᨉϋὸẐ環境教育ỉ展開ểᾔᾢᾓẑᵆᵏᵇ環境ểỊ何Ầύ環境教育ểỊ何Ầᴾᵆᵐᵇ௾木県環境学習推ᡶ

指針ẦỤ௾木県環境学習Ὁ環境保全活動推ᡶ指針ồᴾ ᵆᵑᵇẮủẦỤỉ環境教育ỉあụ方ᴾ

第 ᵏᵒᵊᴾᵏᵓ 回ί井ӝὸẐ生物多様性ỉ保全ẑᵆᵏᵇ生物多様性ểỊ何Ầᴾ ᵆᵐᵇ生態系ἇὊἥἋᴾ ᵆᵑᵇ生物多様性Ịễ

ặ大ЏẦᴾ ᵆᵒᵇ生物多様性ử脅ẦẴờỉᴾ ᵆᵓᵇ生物多様性ỉ保全Ệ対ẴỦӕ組Ớᴾ ᵆᵔᵇ生物多様性ửܣỦẺ

Ờ一人一人ầỂẨỦẮểᴾ

■第ᵖ回ỉϋ容Ẑʻύ世界ỉ水環境Ị何ầ問᫆ễỉẦ？ẑᴾ

ἘỿἋἚỊᇿ者等ầ執ᇿẲẺẐ新訂ᴾ 地球環境ỉ教科書ᾀ὿講ίᵧᵱᵠᵬᴾᵗᵕᵖᵋᵒᵋᵒᵖᵕᵋᵖᵎᵖᵑᵏᵋᵏὸ὾東京書籍ẑ

ίʻࡇ࠰新訂༿Ệ改訂ẰủẺὸử指定Ẳύ他Ệ配付資料ử併用ẲộẲẺẇᴾ

ᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 写Ⴧᾀᴾ ஜ授業Ểỉ討論ỉợうẴᴾ
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地球Ị水ỉ惑଩ểいわủềấụ地表面ỆỊ莫大ễ᣽ỉ雨ầ降ụộẴầύ঻々ầ利用ӧ能ễ水ί淡水ὸỊ限Ụ

ủềいỦɥỆύ水資源ỉ配ЎỆỊ偏ụầあỦẮểử学ỎộẲẺẇẸỉࢸύἂἿὊἢἽễ視点Ểᴾ ᵆᵏᵇ水ỉ値ɥậᴾ

ᵆᵐᵇ灌漑用水ỉ保全ᴾᵆᵑᵇ水ỉ使用᣽ầ少ễい衛生設備ỉݰ入ᴾᵆᵒᵇẐ仮想水ίἢὊἓἵἽὉỸỻὊἑὊὸẑử供給ᴾ

ᵆᵓᵇ身近ễ節水২術ᴾᵆᵔᵇ᭗ࡇễ淡水҄২術ỉ利用ύỉ各側面ẦỤ実効性ỉஊụẸうễ方策ử討論ẲộẲẺẇᴾ

■第ᵗ回ỉϋ容Ẑ௾木県ỉ最近ỉỺ἟ἽἀὊ環境૎策ỊỄうễẾềいỦỉẦ？ẑᴾ

௾木県ỂỊ東日ஜ大震災ˌ降ύ電力需給ỉọẾ迫ầ県民生活や経ฎ活動Ệ深刻ễ影響ử及ỗẲẺẮểẦ

Ụύ最近ύᵐᵎᵑᵎࡇ࠰Ệ向ẬẺỺ἟ἽἀὊ戦略ỉ策定ểύᵐᵎᵐᵎࡇ࠰Ệ向ẬẺ地球温暖҄対策実行計ဒỉ見

直Ẳầ検討ẰủộẲẺẇ授業ỂỊẮỉ検討ỉؕஜ的ễ考え方ểύ県ỉ目指ẴỔẨ姿ί到ᢋ目標ὸửᢋ঺ẴỦẺ

Ờỉ具体的ễӕ組Ệếいề紹ʼẲύ討論ẲộẲẺẇᴾ

௾木県環境審議会ί会長Ịஜ学工学部ᴾ鈴木ᴾ昇教授ὸỂỊύӷ審議会地球温暖҄対策ὉỺ἟ἽἀὊ部会

ί部会長Ịᇿ者ὸẦỤỉ報告ửؕỆύỺ἟ἽἀὊ施策及Ỏ地球温暖҄対策ửẮủộỂỆờ増Ẳề積極的Ệ推

ᡶẴỦϋ容ỉ答申ầộểỜỤủộẲẺẇẸỉ中Ểờ特Ệ注目ẴỔẨϋ容ỂあỦẐ県ϋ電力自給率ử目標ࡇ࠰

ίᵐᵎᵑᵎࡇ࠰ὸỆỊᵕᵎήỆẴỦẑểいうỺ἟ἽἀὊ戦略Ệếいề解ᛟẲộẲỢうẇᴾ

௾木県ỉ電力自給率ểỊύ

県ϋႆ電᣽ử県ϋỉ電力使用

᣽ỂᨊẲềἣὊἍὅἚ表示ẲẺ

ờỉỂẴẇ従Ếề電力自給率ỉ

向ɥỉẺỜỆỊύ省Ỻ἟施策Ệ

ợụ電力使用᣽ử削減ẴỦểい

う側面ểύ再生ӧ能Ỻ἟ἽἀὊ

ί主Ệٽ陽ήႆ電ὸ及Ỏ工業団

地等ỆấẬỦЎ散型Ỻ἟Ἵἀ

Ὂί主Ệݱ型ႆ電ἉἋἘἲỆợ

Ủὸỉ生産᣽ਘ大Ệợụ県ϋႆ電᣽ử増やẴểいう側面ỉʚếầあụộẴẇẮủỤửӷ時Ệ推ᡶẴỦẮểỆợụύ

前述ỉợうỆ電力自給率ᵕᵎήểいう意欲的目標ử掲ậềいỦわẬỂẴẇᴾ

将来的ỆỊẰỤỆύ電力供給側ể需要側ỉ἟ἕἚワὊἁ҄Ệợụ需給ἢἻὅἋỉἰ἟ἊἳὅἚử行うύいわỡỦ

ἋἰὊἚὉἅἱἷἝἘỵỉ構築ử視᣼Ệ入ủềいộẴẇᴾ

■ấわụỆᴾ

環境問᫆Ὁ環境教育ử考えỦ授業ỂỊύ水資源Ὁ水環境ỉợうễ地球規模ỉἘὊἰửἂἿὊἢἽễ視点ẦỤ

考えỦẮểểύ地元௾木県ỉỺ἟ἽἀὊ施策Ὁ地球温暖҄対策ỉợうễἿὊỽἽễἘὊἰửӕụɥậỦẮểỉい

ẵủờầ大ЏỂẴẇẮỉ授業ỂỊύẸỉợうễ観点ẦỤ担当教員ầẸủẹủỉ得意Ў᣼ử生ẦẲẺἘὊἰử

設定Ẳύ᣻ޖ的ễ教育ử行ẾềいộẴẇᴾ

ᴾ

 

ᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᵏᴾ׋ ௾木県ỉ電力自給率ỉ推移ểᵐᵎᵑᵎ࠰ỉ到ᢋ目標ᴾ
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ᾃὼᾃᴾ ᴾ ἋỸỹὊἙὅỉ᭗ἼἇỶἁἽ率ử支えỦẆ人Ệ優ẲいắỚἋἘὊἉἹὅᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ
国ᨥ学部ᴾ 准教授ᴾ ᭘橋若菜ᴾ

■ἋỸỹὊἙὅỂỉᾈヶஉỉ研修ᴾ

ᴾ 昨ࡇ࠰ỉᵗヶஉ間Ẇ私ỊҤἋỸỹὊἙὅỂ研修ẴỦ機会ử得ộẲẺẇ国ᨥ学部Ể

ỊẆ教育Ὁ学務ễỄỉ業務ử免ᨊẲẆ国ϋ外ỉ研究教育機関Ể研究Ệ専念Ẳ研鑽

ử積ớẮểầỂẨỦἇἢἘỵỽἽ研修制ࡇử活用ẲềいộẴẇ私ỉ研修ửӖẬ入ủ

ềẪủẺỉỊẆἽὅἛ大学国ᨥ環境産業経ฎ研究৑ίӫ写ჇὸỉἼὅἁ὆ỵἋἚ博士

ỂẲẺẇӷ博士ỊẆᵗᵎ࠰ˊ初頭ỆẆẐਘ大生産者責任ίᵣᵮᵰὸẑểいう環境૎策原則

ử編ỚЈẲẺ環境経ฎ૎策研究ỉ第一人者ỂẴẇᵣᵮᵰỊẆắỚ削減ểἼἇỶἁἽ̟

ᡶỆ最ờ大Ẩễ影響力ử及ỗẲうỦ生産者Ệ資源ắỚỉ回ӓやἼἇỶἁἽỉ義務ử

ấわẶỦẮểỂẆ製品ỉỺἅ設計ử̟ẸうểいうẆ経ฎ的ỶὅἍὅἘỵἨử用いẺ૎

策原則ỂẴẇᵣᵮᵰ原則ỊẆἋỸỹὊἙὅử皮ЏụỆẆ日ஜử含ớᵭᵣᵡᵢ諸国ẆʻỂỊ韓国Ẇ中国ẆἻἘὅỴἳἼỽ

ễỄ世界中Ệ広ộụộẲẺẇ日ஜỂờẆẺểえịẆ家庭ẦỤЈẰủỦἩἻἋἓἕἁ容器包装ắỚỊЎКӓ集Ằủ

ộẴầẆἼἇỶἁἽ責任Ị業界団体ỆあụẆẮủờ実Ịᵣᵮᵰ原則ầểụいủỤủềいỦỉỂẴẇᴾ

ἋỸỹὊἙὅỂỊẆᵣᵮᵰやẸỉ他ỉ様々ễ૎策ầыử奏ẲẆ家庭ắỚἼἇỶἁἽ率Ịᵒᵕήί日ஜỉᵐ倍ˌɥὸẆ

再生ӧ能Ỻ἟ἽἀὊݰ入率Ịᵑᵒήί日ஜỉᵖ倍ˌɥὸểễẾềいộẴẇẮỉẺỜẆἋỸỹὊἙὅỊ環境έᡶ国

ỂあỦẆἋỸỹὊἙὅ人Ị環境意識ầ᭗いẆễỄểợẪいわủộẴẇẸủỆ比ỔẆ日ஜ人ỉ環境意識Ị˯いẆể

言う人ờいỦỉỂẴầẆẸうẲẺ批ЙỆ私Ị常々ᢌ和感ử感ẳộẴẇ何ầἋỸỹὊἙὅửẐ環境έᡶ国ẑẺỤẲỜ

ềいỦỉẦẇ子連ủỉ滞נỂẲẺỉỂẆἋỸỹὊἙὅ流ỆワὊἁἻỶἧἢἻὅἋử᣻視ẲẆ日常生活ẦỤỚえỦ

ờỉờ大ЏỆẆẸỉ理ဌử੕ẾềỚộẲẺẇᴾ

■ἋỸỹὊἙὅỂỉ日常生活ẦỤỚえẺẮểᴾ

ộẵ日常ỉ生活ỉ中Ể気ỀいẺỉỊẆ家庭ắỚЎКầểềờ簡便Ể楽ẻểいうẮểỂẲẺẇᴾ

日ஜỂỊẆ家ỉ中ỂắỚử保管ẲẆ決ỜỤủẺ日時Ệ決ỜỤủẺ種類ỉắỚửЎК排ЈẴỦỉầ一般的Ể

Ẵẇ私ầ˰ỮỂいẺ地域ỂỊẆ燃やẴắỚỉӓ集日Ẇ路端ỆắỚử直接ấẨẆỽἻἋ避Ậỉ黄色い἟ἕἚửẦ

ẬẆ἟ἕἚầ飛ịễいợうỆἾὅỾ石ử積Ớ᣻ỈộẲẺẇẸủỂờỽἻἋỉ来襲ử避ẬỤủẵẆắỚ当番ầ自治

会ỂộわẾềẨẺᡵỊẆ帰宅ࢸỉ夜遅ẪỆẆ幼い娘ử背᝟いễầỤẆ἟ἕἚや石ử༾付ẬẆ散乱ắỚử掃ᨊẴỦ

ẮểờẆ幾ࡇểễẪஊụộẲẺẇᴾ

ểẮỨầẆἋỸỹὊἙὅỂỊẆỽἻἋể戦う必要ỊễẦẾẺỉỂẴẇẺểえịẆἽὅἛࠊỉ一戸建ềỂỊẆ中ầᵒ

ếỆ区ЏỤủẺ大型ỉỽὊἚᵐӨầ用いỤủềấụẆᵖ種ỉắỚί生ắỚẆ紙容器Ẇஊ色ἥὅẆӧ燃ắỚẆ無色Ỏ

ỮẆ紙ắỚẆἩἻἋἓἕἁ容器Ẇ᣿属ὸửẆểềờ簡ҥỆẆいếỂờЎК排ЈỂẨộẴẇ蓋ỊẲẾẦụ閉ộỦỉỂ雨

風Ệờ耐え臭気ầ漏ủẻẴẮểờあụộẶỮẇỽὊἚỊ結構᣻いỉỂẴầẆࢸ輪ầᵐஜあỦẺỜ動ẦẲやẴẪẆắ

Ớӓ集時Ịӓ集要員ầỽὊἚử動ẦẲềӓ集車Ệ್付ẬẴủịẆあểỊӓ集車Ệӕụ付ẬỤủẺἼἧἚ装置ể

容器Ӓ転装置ầ自動的ỆắỚỽὊἚửọẾẪụ返Ẳề空ỆẲộẴẇӓ集作業ầ効率的ỂẆӓ集要員ỉ᝟担や危

険ờ大幅Ệ軽減ẰủềいộẴẇỽὊἚỆỊ顧客情報ử઀載ẲẺᵧχ ἓἕἩầ埋ỜᡂộủềấụẆ社ϋἅὅἦἷὊἑ

Ὂ἟ἕἚワὊἁỂ共ஊẰủẆӓ集要員ỆợỦӓ集状況確認等Ệờ利用ỂẨỦểỉẮểỂẲẺẇἋỸỹὊἙὅỂỊẮ
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ういうểẮỨỆᵧᵲ২術ầ投入ẰủềいỦỉẦểẆ新鮮ễ驚ẨửấỗえộẲẺẇᴾ

集合˰宅ỉắỚἋἘὊἉἹὅờẆ独立ẲẺ建物Ẇދ根付Ẩ簡易ދݱẆἧỹὅἋỂ׊ộủẺ場৑Ẇ地面埋Ờᡂ

Ớ式ễỄẆ多様ễἋἑỶἽỊあụộẴầίɥ写ჇὸẆ˰民ỊやỊụᵐᵒ時間いếỂờẆắỚỉЎК排Јầӧ能ỂẴẇ

ẸẲềẆ多ẪỉắỚἋἘὊἉἹὅỊẆ整然ểẲềいộẴẇ 

■ắỚἋἘὊἉἹὅỉ利便性ểẆắỚЎКἼἇỶἁἽ率ỉ関  ̞

ἋỸỹὊἙὅỂỊẆ何故ẮうẲẺ整然ểẲẺắỚἋἘὊἉἹὅầ設ẬỤủềいỦỉỂẲỢうẦẇ理ဌỉ一端ỊἋ

ỸỹὊἙὅỉ૎策ỆஊụộẲẺẇ廃棄物計ဒỉᵓ大目標ỉ一ếỆẐ家庭ỂỉắỚЎКỊ簡ҥỂễẬủịễỤễ

いẑể掲ậỤủẺỉỂẴẇἰἽἳࠊỉ廃棄物計ဒờẐ廃棄物ӓ集ỉ空間や場৑ỊẆẴỔềỉ˰民ỆểẾềẆ魅

力的ỂỴἁἍἋầ容易Ểあụ簡ҥỂễẬủịễỤễいẑểẲộẲẺẇᴾ

Ắỉ૎策Ị効ௐầあỦỉỂẲỢうẦẇẸẮỂẆ実ᨥỆẆἋỸỹὊἙὅỂẆᵐᵎᵎӸˌɥỉ˰民ử対象Ệ無ᚡӸỴ

ὅἃὊἚử行いộẲẺẇ結ௐỊẆἼἇỶἁἽửẴỦể回答ẲẺ人ỉ割合ỊẆ全般Ệ᭗いỉỂẴầẆợụ魅力的ỂẆ

ợụỴἁἍἋầ容易ỂẆ利便性ỉ᭗いắỚἋἘὊἉἹὅỖỄẆЎК率ầẰỤỆ᭗ộỦẮểầ明ỤẦỆễụộẲẺẇ

ЎКẴỦ理ဌỊẐ環境Ệ良いẦỤίᵕ割ὸẑẐắỚ料᣿ử減ỤẴίᵔ割ὸẑầ多ẪẆЎКẲễい理ဌỊẐỿἕἓὅỉἋ

ἬὊἋɧ足ίᵒ割ὸẑẐ関心ễẲίᵒ割ὸẑỂẲẺẇộẺᵐ割ầẆắỚЎКỊẐ簡便Ể快適ẑể応えẺ一方Ẑ手間ầẦẦ

ỦẑỊ少数ỂẲẺẇ逆Ệܢ都宮大Ể無ᚡӸ式ỉ学生ỴὅἃὊἚửểỦểẆЎКẴỦ理ဌỊẐ規則ẻẦỤίᵓ割ὸẑầ

多ẪẐ環境ỆợいẦỤί ᵌmᵓ割ὸẑỉ倍ˌɥỂẆЎКẲễい理ဌỊẐ面倒Ẇ手間ίᵓ割ὸẑẐわẦỤễいίᵑ割ὸẑầɥˮ

ỂẲẺẇᴾ

ẮうẲẺỴὅἃὊἚ結ௐẦỤỚえềẪỦỉỊẆ魅力的ỂỴἁἍἋầ容易Ể簡便ễắỚἋἘὊἉἹὅỊẆ確ẦỆ

ЎКἼἇỶἁἽ率ỉ向ɥỆ役立ẾềいỦểいうẮểỂẴẇẮỉ他ỆẆ環境Ệ優ẲいẮểửẲềいỦểいう実感ờἋỸ

ỹὊἙὅỂỊ᭗Ẫ日ஜỂỊ˯いỉỂẆ日ஜỂỊわẦụやẴい情報ỉ提供ờ課᫆ỂあỦểỚễẶộẴẇẰỤỆἋỸ

ỹὊἙὅỂỊẆắỚ料᣿ử減ỤẴểいうỶὅἍὅἘỵἨờẆЎК行動ỉ動機付ẬỆễẾềいộẴẇẮỉ点ẆἋỸỹ

ὊἙὅỂỊắỚ行૎Ệ税᣿投入ầ一ЏễẪẆࠊ民ỊắỚ料᣿ử電気料᣿ểӷẳợうỆ払いộẴầẆ日ஜỉ場

合Ị全ề税᣿Ể賄わủỦểいうᢌいử付ᚡẲềấẪ必要ầஊỦỂẲỢうẇẮỉᢌいửỐộえẺɥỂờ一ế言えỦ

ỉỊẆ日ஜỂỊ国民ỉ税᣿Ể立派ễ焼却場や処Ў場等ầ整備ẰủềいỦ割ỆỊẆ家庭ắỚӓ集現場Ị驚Ẫ

ỖỄ貧困ẻể言うẮểỂẲỢうẦẇỽἻἋể主婦ỉἢἚἽỆếいềἽὅἛ大学ỂᛅẴểẆ২術大国日ஜễỉỆể驚

ẦủẺʙử覚えềいộẴẇࠊ民ỆểẾềỉ利便性ử向ɥẰẶỦẮểỊẆࠊ民ỉẺỜỆờ国ỉẺỜỆờễỦỉỂ

Ẵẇ 

ἸὊἈὊỉ利便性ử考えỦẆ考えủịắẪ当Ẻụ前ỉẮểỂẴầẆẸủầẨẼỮể૎策ỆӒପẰủỦẮểẮẸ

ầẆἋỸỹὊἙὅỉ᭗い環境ἣἧỻὊἰὅἋử支えỦ理ဌỉ一ếễỉẦờẲủộẶỮẇᴾ

ᴾ

ᴾ
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ᴾ

ᾄὼᾀᴾ 都宮大学環境改善学生ἇἯὊἑὊᴾܢ ᾔᾒᾗᾞᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ
農学部ᴾ ᾂ࠰ᴾ ဋᴾܤ ή治郎ᴾ

私ẺẼỊẆܢ都宮大学ỉ教職員ểң働ẲễầỤẆ大学ửؕ点ểẲẺ環境活動ử行う学生環境団体ỂẴẇ学

生ễỤỂỊỉẆ自ဌễႆ想ể知見ử生ẦẲề活動ẴỦẮểử理念Ệ活動ử行ẾềいộẴẇᴾ

■活動紹 ᴾ̓

ᾀώᾔᾒᾞᾢᾣＹᾛᾔỉႆ行ᴾ

ᴾ 学生ỉ環境Ệ対ẴỦ意識啓ႆỉẺỜỆẆᾔᾒᾞᾢ

ᾣＹᾛᾔίỺἅἋἑỶἽὸểいう持Ẽ運ỎỆ便利ễỽὊ

ἛἇỶἌỉݱ冊子ử作঺ẲềいộẴẇᴾ

Ắỉ冊子ỆỊẆ家庭ἆἱὉ学ϋἆἱỉЎКỆếいề

やỿἵὅἣἋ地׋Ẇܢ都宮大学前ỉἢἋ時刻表Ẇ

大学ầ᝱ẲЈẲử行ẾềいỦ物品一覧表ễỄỉ大

学生活ầợụ良ẪễỦợうễ情報ầ掲載Ằủềいộ

Ẵẇ࠯঺ᾁᾅࡇ࠰༿ỂỊẮủộỂˌɥỆἉὅἩἽẦếᛠỚやẴẪẴỦẮểử意識Ẳề作঺ẲộẲẺẇ実ᨥỆ手Ệ

ӕẾẺ学生ẦỤỊ῏ἆἱỉЎКầЎẦụやẴいẇῐ῏ỿἵὅἣἋἰἕἩầ便利ẇῐễỄỉ声ử頂いềいộẴẇᴾ

ᾁώ環境ἉἻἢἋႆ行ᴾ

ᴾ 都宮大学ỉ様々ễ講義ỉ中ẦỤẐ環境ẑỆếいề学ốẮểầỂẨỦ講義ửӕụɥܢ

ậẺݱ冊子Ẑ環境ἉἻἢἋẑử作঺ẲềいộẴẇ環境ἉἻἢἋỆỊẆ各講義ử担当ẴỦ

講師ỉ方々Ệấ聞ẨẲẺẆẸỉ講義Ể環境ỆếいềỄỉợうễẮểầ学ỔỦẦẆ学ỮỂ

ỖẲいẦẆểいẾẺ講義ỉ目的ử掲載ẲềいộẴẇ࠯঺ᾁᾅࡇ࠰༿ỂỊẆ私ẺẼᾔᾒᾗᾞ

ử始ỜểẴỦܢ都宮大学ỉ環境系団体ỉ活動Ệếいề新ẺỆ掲載ẲộẲẺẇ環境Ἁ

ἻἢἋỊẆ学務部ểң力Ẳề作঺ẲẆᾀ࠰次ỼἼỺὅἘὊἉἹὅỉᨥỆẆ新入生Ệ配ࠋ

ẰủềいộẴẇᴾ

ᾂώᵢᵿᶎᶎᶗᴿᴿἩἿἊỹἁἚᴾ

大学ϋỉ生ңỂ販売ẰủềいỦỼἼἊἜἽ弁当ỉ容器ỆẆᾁ὿὿ᾇ࠰ᾀᾁஉẦỤἼἇỶἁἽấ弁当箱ẐἼὉἼἣἕ

ἁẑầ使用ẰủềいộẴẇ大学ϋỂỊẆẐᵢᵿᶎᶎᶗᴿᴿẑểいう愛称ỂԠịủềいộẴẇ販売数ỉᾅ὿ήử回ӓẴỦểẆ

使い捨ềỉấ弁当箱ể比ỔềẆᵡᵭᾁ排Ј᣽ầ約半ЎỆ削減ỂẨộẴẇЎКỆợỦἆἱỉ減᣽ể回ӓ率ỉ向ɥ

ử目標ỆẆᵡᵌχ ᵌᵱί生ң学生委員会ὸểң力ẲềẆ回ӓὉ集計及ỎἯἋἑὊỆợỦ回ӓ率ỉ公表ờ行ẾềいộẴẇᴾ

ộẺ隔࠰Ể῏ἼὉἼἣἕἁῐỉ製ᡯ元ỂあỦᵆ株ᵇἺἅἑ東҅ỉ工場見学ử行ẾềいộẴẇ新ẺễỦӕụ組ỚểẲềẆ

回ӓ率向ɥử目指ẴẺỜỆ学生Ệ対Ẳề῏ἼὉἼἣἕἁῐỉ意識調査ỉỴὅἃὊἚử行いộẲẺẇẰỤỆ大学生ң

ϋỆᵮᵭᵮử作঺ẴỦễỄẆἼἇỶἁἽỂẨỦẮểửợụ多Ẫỉ学生Ệ知ẾềờỤうẺỜỆ工پử᣻ỈềいộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ

７．学生サークル活動等 5．学生サークル活動 

環境ἉἻἢἋᴾ

ᾔᾒᾞᾢᾣＹᾛᾔᴾ
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ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᾃώỺἅ学祭ἩἿἊỹἁἚᴾ

ᴾ ᴾ 大学祭Ẑ峰ヶ丘祭ẑỆấẬỦἆἱỉ排Ј᣽ỉ把握や減᣽ỉ対策

ỉ考案ẆỺἅ容器販売Ẇ学祭参ь者ồỉ環境啓ႆ活動ử目的ể

ẲẺ活動ửዒዓẲề行ẾềいộẴẇ学祭来場者Ệӧ燃物ẆἥὅẆỽ

ὅẆἬἕἚἮἚἽẆἬἕἚἮἚἽỿἵἕἩẆ割ụ箸ẆἼὉἼἣἕἁίᵢᵿᶎᶎᶗᴿᴿὸẆ

食Ổ残ẲẆἬἕἚἮἚἽἻἫἽỉᾈЎКỂἆἱỉЎКỉ指ݰử行い

ộẲẺẇᴾ

ᴾ ộẺẆ大学祭期間中ỆЈẺ種К毎ỉἆἱỉ計᣽やЈ店団体Ẇ地

域ỉ方ẦỤỉ廃食油ỉ回ӓễỄờ行いộẲẺẇ回ӓࢸỆἢỶỼἙ

ỵὊἎἽểẲề自動車ỉ燃料ễỄểẲề再利用ẰủộẴẇᴾ

ᾄώ環境系ỶἫὅἚỉ参ьᴾ

私ẺẼỉ活動ử地域ỉ方Ệ知ẾềờỤうẺỜỆᾈஉɦ

旬Ệ行わủẺẐờẾẺいễいἧỹỴᾁ὿ᾀᾂẑẆᾀᾁஉɥ旬

Ệ行わủẺẐᾔᾒᾞἘἕἁὶểẼẩᾁ὿ᾀᾂẑểいうܢ都宮ࠊ

Ể行わủẺ環境系ỉỶἫὅἚỂ展示ႆ表ửẲộẲẺẇỶ

ἫὅἚỂỊẆᾔᾒᾞᾢᾣＹᾛᾔやἼὉἼἣἕἁỉ実物ử展示ẲẆ

ᾔᾒᾗᾞỉ様々ễ活動Ệếいềἣ἟Ἵử使Ếềᛟ明Ẳộ

ẲẺẇ参ьẴỦỆあẺụẆᾔᾒᾗᾞἳὅἢὊ各人ầ展示物

やἣ἟Ἵϋ容ỉᛟ明ầỂẨỦợうỆ練習ử積Ớ᣻Ỉộ

ẲẺẇẸỉ結ௐẆᾔᾒᾗᾞỉẮểử周知ẴỦẮểầỂẨẆἳ

ὅἢὊ各人ỉ知識ờ深ỜỦẮểầỂẨộẲẺẇᴾ

■ʻࢸỉ展望ể課᫆ᴾ

私ẺẼܢ都宮大学環境改善学生ἇἯὊἑὊᾔᾒᾗᾞầέᨉửЏẾề学生ử引Ế張ẾềいẨẆ一人Ểờ多Ẫỉ

人ỆỺἅ意識ử᭗ỜềờỤう働ẨẦẬửẴỦểいう使ԡầあụộẴẇẮủộỂỉ活動Ệợụ私ẺẼᾔᾒᾗᾞỉ存נ

ầ大学ϋỂờ認知ẰủỦợうỆễụẆᵢᵿᶎᶎᶗᴿᴿễỄỉ回ӓ率ờ向ɥẲềいộẴẇẮủẦỤờ学生ểいう立場ử十Ў

Ệ生ẦẲễầỤ環境Ệ対ẴỦẰộằộễ改善策Ẇ解決策ử提案ẲềẨẺいể思いộẴẇᴾ

ᴾ ᴾ

回ӓ率ỉ公表ᴾ ỴὅἃὊἚ調査ỉ様子ᴾ

ἆἱЎК指ݰỉ様子ᴾ

ỶἫὅἚỉ様子ᴾ
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ᴾ ᴾ

ỺἼỴᴾ 授ᴾ 業ᴾ Ӹᴾ 担当講師Ӹᴾ 学ᴾ 部ᴾ 等ᴾ

自然ᴾ ᣺山ỉ動物ể人間ᴾ ᣿澤ᴾݱ ദ昭ᴾ ؕႴ教育ᴾ

自然ᴾ 自然観察入門ᴾ ᭗橋ᴾ ᴾ滋ᴾ ؕႴ教育ᴾ

自然ᴾ ἧỵὊἽἛ生物学ᴾ ᭗橋ᴾ ᴾ滋ᴾ ؕႴ教育ᴾ

自然ᴾ 生物資源ỉ科学ᴾ 井ᴾ࠯ 英明ᴾ ؕႴ教育ᴾ

自然ᴾ 環境教育ᴾ 松居ᴾ 誠一郎ᴾ ؕႴ教育ᴾ

自然ᴾ ᣺山ἇἋἘỵἜἥἼἘỵử考えỦᴾ 松居ᴾ 誠一郎ᴾ ؕႴ教育ᴾ

自然ᴾ 大気概論ᴾ 酒井ᴾ 保藏ᴾ 工ᴾ学ᴾ部ᴾ

自然ᴾ 用排水処理২術ᴾ 酒井ᴾ 保藏ᴾ 工ᴾ学ᴾ部ᴾ

自然ᴾ 自然地理学ᴾ 島᣼ᴾ 雄ᴾܤ 国ᨥ学部ᴾ

自然ᴾ 森林生態学ᴾ 大久保ᴾ ᢋ弘ᴾ 農ᴾ学ᴾ部ᴾ

自然ᴾ ؕ礎土壌学ᴾ 井ᴾ࠯ 英明ᴾ 農ᴾ学ᴾ部ᴾ

自然ᴾ ဋ園生態工学ᴾ 山ᴾܣ 拓弥ᴾ 農ᴾ学ᴾ部ᴾ

自然ᴾ ဋ園生態工学演習ᴾ 山ᴾܣ 拓弥ᴾ 農ᴾ学ᴾ部ᴾ

҄学ᴾ 環境ể生物҄学ᴾ 池ဋᴾ ᴾ宰ᴾ ؕႴ教育ᴾ

҄学ᴾ 地球環境ể҄学ᴾ 木஭ᴾ 隆پᴾ ؕႴ教育ᴾ

҄学ᴾ 環境工学ؕ礎ᴾ 柿井ᴾ 一男ᴾ 工ᴾ学ᴾ部ᴾ

҄学ᴾ 環境微生物学ᴾ 柿井ᴾ 一男ᴾ 工ᴾ学ᴾ部ᴾ

҄学ᴾ 応用҄学概論ᴾ ᡁᴾ ᴾദᢊᴾ 工ᴾ学ᴾ部ᴾ

҄学ᴾ 応用҄学特К講義Ⅰί環境ܤ全工学ὸᴾ ᡁᴾ ᴾദᢊᴾ 工ᴾ学ᴾ部ᴾ

҄学ᴾ 環境生҄学ᴾ 山ဋᴾ 洋一ᴾ 教育学部ᴾ

҄学ᴾ 環境҄学ᴾ ɥဋᴾ ჆吾ᴾ 農ᴾ学ᴾ部ᴾ

生活ᴾ 消費生活論ᴾ 赤塚ᴾ 朋子ᴾ 教育学部ᴾ

生活ᴾ 生活ỴἳἝἘỵ論ᴾ ˱々木ᴾ 和也ᴾ 教育学部ᴾ

生活ᴾ 生活環境論䊠ᴾ ˱々木ᴾ 和也ᴾ 教育学部ᴾ

生活ᴾ ˰環境論ᴾ ᨉϋᴾ 雄次ᴾ 教育学部ᴾ

生活ᴾ 環境ؕ準論ᴾ 長谷川ᴾ ήӮᴾ 工ᴾ学ᴾ部ᴾ

社会ᴾ 水素ểỺ἟ἽἀὊᴾ 伊藤ᴾ 直次ᴾ ؕႴ教育ᴾ

社会ᴾ 農業ể環境ỉ科学ᴾ 齋藤ᴾ ᴾ潔ᴾ ؕႴ教育ᴾ

社会ᴾ 社会開ႆ入門ᴾ 阪ஜᴾ 公美子ᴾ ؕႴ教育ᴾ

社会ᴾ 環境ể国ᨥ社会ᴾ ᭘橋ᴾ 若菜ᴾ ؕႴ教育ᴾ

社会ᴾ 地域社会論Ⅰᴾ Ӟ஭ᴾ ᴾ学ᴾ 国ᨥ学部ᴾ

社会ᴾ ỴἧἼỽ論ᴾ 阪ஜᴾ 公美子ᴾ 国ᨥ学部ᴾ

社会ᴾ 環境ể国ᨥң力ᴾ ᭘橋ᴾ 若菜ᴾ 国ᨥ学部ᴾ

社会ᴾ 環境ể国ᨥң力演習ᴾ ᭘橋ᴾ 若菜ᴾ 国ᨥ学部ᴾ

社会ᴾ 地球環境૎策論ᴾ ᭘橋ᴾ 若菜ᴾ 国ᨥ学部ᴾ

社会ᴾ 東ҤỴἊỴ論ᴾ ἰἼὊᴾ ἃỼἰἠὊἑἲᴾ 国ᨥ学部ᴾ

社会ᴾ 環境Ὁ資源経ฎ学ᴾ ь藤ᴾ 弘ʚᴾ 農ᴾ学ᴾ部ᴾ

社会ᴾ 地域環境ἰ἟ἊἳὅἚ論ᴾ ဋ஭ᴾ 孝浩ᴾ 農ᴾ学ᴾ部ᴾ

主ễ環境系授業一覧ᴾ ί環境ἉἻἢἋợụ抜粋ὸᴾ
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ᾅὼᾀᴾ 地域ᝡ献ʙ業ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

 ஜ学ỊẆẐ地域Ệ学ỎẆ地域Ệ返ẴẆ地域ể大学ỉ支え合いẑửἴἕἚὊểẲềẆ地域連携活動ử推ᡶẲề

いộẴẇ࠯঺ᾀᾇࡇ࠰Ệ初Ờề行わủẺ日ஜ経ฎ新聞社ỉ全国国公私立大学地域ᝡ献ࡇ調査Ệấいề総

合第ᾀˮỆἻὅỿὅἂẰủềˌ来ẆẸỉࢸỉ調査Ểờ常Ệɥˮử維持ẲềấụẆᴾ࠯঺ᾁᾄࡇ࠰Ệ行わủẺ調

査ỂỊẆ全国総合第ᾁˮίᾂ࠰連ዓὸỆἻὅỿὅἂẰủộẲẺẇᴾ

Ệ実施ẲẺ地域ᝡ献Ệ関わỦʙ業ỉうẼẆẐ環境ẑử扱ẾẺʙ業ử紹ʼẲộẴẇᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯

ʙᴾ 業ᴾ Ӹᴾ 概ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 要ᴾ

௾木県ể電気自動車ᵆᵣᵴᵇ

ỽὊἉỹỴἼὅἂ実証ʙ業ᴾ

 ௾木県ầ推ᡶẴỦ電気自動車୍及

ʙ業Ệң力ẴỦẺỜẆẐ電気自動車ỽὊ

ἉỹỴἼὅἂ実証ʙ業Ệ関ẴỦң定ẑử

締結ẲẆ共ӷ実験ử開始ẲộẲẺẇᴾӷ

県ẦỤ ᵣᵴ 車ᾁӨử借ụӖẬẆ学生及Ỏ

職員ầ課外活動等Ệ利用ẴỦ中Ể走行

特性や充電ỶὅἧἻỆ関ẴỦ調査ử行

いẆẸẮẦỤ得ẺἙὊἑửЎ析ẲẆ報告

書ử௾木県Ệ提ЈẲộẲẺẇᴾ

役৑ỆấẬỦ環ࠊ都宮ܢ

境ᾘᾢᾞỉ推ᡶᴾ

民ễỄỆợỦ客観的評価ửࠊỉ環境ᾘᾢᾞ認証ỆấいềẆࠊ都宮ܢ 

通ẳề社会的ễ信任ử᭗ỜỦẺỜẆ評価ỉ作業ί環境Ⴓ査ὸỉ一部ử

ஜ学ỉ学生ầ担当ẲộẲẺẇ昨࠰Ể ᵗ 回目ểễỦ環境Ⴓ査活動ờẆࠊ

役৑ẦỤႳ査ầஊ効Ệ実施ẰủẺểỉ評価ửӖẬềいộẴẇᴾ

௾木県ỆấẬỦ森林認証

制ࡇỉ୍及啓蒙活動ᴾ

 ᵐᵎᵎᵕ ợụ森林認証Ệ実ᨥỆӕụ組ớ山林৑ஊ者Ẇ木஬業関̞࠰

者Ẇ建築設計Ὁ施工業者Ẇ௾木県ỉ林業୍及指ݰ業務ử担当ẴỦ職

員Ẇஜ学教員ử構঺ểẲề௾木森林認証ң議会ử設立ẲẆ௾木県Ệấ

ẬỦ森林認証制ࡇỆ関ẴỦ様々ễӕụ組Ớử実施ẲềẨộẲẺẇᴾ

 ஜʙ業ỂỊẮủỤỉӕụ組Ớỉ঺ௐửؕႴểẲẆ௾木県ỆấẬỦ森

林認証ỉ現状ỆếいềЎ析ẲẆ森林認証制ࡇỉ୍及啓蒙活動ử通Ẳ

ềẆ௾木県ỉ環境保全ể地域社会ỉ振興Ệ寄ɨẴỦẮểử目指ẲẆ実

施ẲộẲẺẇᴾ

地域ỉዯ環境ửܣỦἂἼ

ὊὅἋἑἕἧ活動等支援

ʙ業ᴾ

 大学ể演習林ầ持ế২術ể知識ử地域Ệ୍及Ẇ啓ႆẴỦẺỜỉ講

習ể山作ụỉ実践ử通ẳềẆ地域ỉዯ資源ỉ充実Ệᝡ献ẴỦẮểử目

的ỆẆ௾木県環境森林部環境森林૎策課及Ỏ公益社団法人ểẼẩ環

境ὉỚỄụ推ᡶ機構ầấẮễẾềいỦẐἂἼὊὅἋἑἕἧ養঺講習会ẑử

農学部附属演習林Ệấいề実施ẲộẲẺẇᴾ

演習林子Ễờ開્ʙ業ᴾ  子ỄờẺẼử招いề森林ϋ੕索Ẇ木工体験等ử行いộẲẺẇ 

6．地域貢献 



ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ  

19ᴾ Utsunomiya University Environmental Report 2014  
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やẆ学部ẆἍὅἑὊ等Ể実施ẲẺ公開講演会等ỉうẼẆẐ環境ẑửἘὊἰࡈỆ実施ẲẺ公開講ࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ 

ỆẲẺờỉử紹ʼẲộẴẇᴾ

講ᴾ ᴾࡈ Ӹᴾ 等ᴾ 概ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 要ᴾ

Ẑ銀ỉ靴ẑử੕Ẳềᴾ

Ὂɦ᣼新聞社Ὁܢ都宮大学連

携講ࡈ―ᴾ

 ɦ᣼新聞社ỉ特集ᚡʙẐẐ銀ỉ靴ẑử੕Ẳề ᵐᵎᵐᵓ ᴾ࠰ 交通ểộẼ

ỀẪụẑử素஬ểẲềẆ超᭗齢社会ử迎えẆ自ဌỆ運転ỂẨễẪễỦ᭗

齢者ầỄỉợうỆ移動ẲẆ生活ẴỦỉẦểいう課᫆ử考察ẲộẲẺẇᴾ

自然ểểờỆᴾ  ᣼外活動ửểấẲềẆ自然ử意識ẲẆ感ẳỦẮểỆợụẆ改Ờề自然

ỉ魅力ử再ႆ見ẲộẲẺẇᴾ

᣺山Ể楽ẲớἻὅἨἼὅἂᴾ

ὊốỤốỤ歩ẨễầỤ茂木ỉ

᣺山ử撮ụ食Ổ語ụあうὊᴾ

 茂木ထỉ᣺山ỂẆ風୎ử楽ẲỚễầỤ見ề歩ẨẆ地域ễỤỂỊỉ

食஬ử味わいẆ地元ỉ方々ể語ụあいộẲẺẇ最終日ỊẆ各自Ể撮

ẾẺ写Ⴧử持Ẽ寄ụἧỻἚἅὅἘἋἚử行いộẲẺẇᴾ

いỉẼửいẺẻẨộẴᴾ

Ὂ食ể農ỉ視点ỂẆ食ҢẦỤ

健康ộỂử考えỦὊᴾ

 ્射能汚染ỆợụẆ食ể健康ồỉ関心ầ᭗ộỦ中Ẇ自然農法Ệợ

Ủ᣼菜ỉ育ề方ẦỤẆ賢い食品ỉ選Ỏ方Ẇ健康ἓỹἕἁ法Ẇ免疫力

ửɥậỦ生活習慣ẆẸẲề心ỉ健康法ộỂ幅広Ẫ解ᛟẲộẲẺẇᴾ

્射能ểỉ賢いếẨあい方ử

考えỦᴾ

Ὂᵑᵌk ᵏ ỉʻẆἫἋἚỆ生Ẩࢸ

ỦẺỜỆὊᴾ

 ્射能Ệếいềỉ科学的知識ỉ習得ẻẬỂễẪẆ્射能ἼἋἁỉ

相場観ử養いẆẐ自ЎỆểẾềἫἋἚỉ્射能ểỉếẨあい方ẑử見

いЈẲộẲẺẇᴾ

水ể微生物ỉἓỽἻỂᡶ҄Ẵ

Ủ作物ఎ ᴾؔ

 Ẑ土ẑểẐ水ẑỆếいề再考ẲẆẸủỤỆ対ẴỦ誤解ử払ਚẲềẆ新

Ẻễ超᭗ӓ性ఎؔ২術ỉ手ầẦụỆếいề考えộẲẺẇᴾ

役Ệ立ế気象学ᴾ  気象Ệ関心ử持ẾềờỤいẆ巷Ệ溢ủỦ情報ửɥ手Ệ活用Ẳềい

Ẫ知識ử解ᛟẲộẲẺẇᴾ

書館企ဒ展῏ဋ中ദᡯ再׋

考ẑ～ඐࢸᵏᵎᵎ Ẇ日ஜ初ỉ࠰

公害ʙ件Ệ学ốᴾ

 環境問᫆ỉ世界的έ駆者ỂあụẆ地域ỉ偉人ỂờあỦဋ中ദᡯ

ỉ生涯ể思想ử知ẾềờỤうẺỜẆඐࢸᵏᵎᵎ࠰ỆあẺỦ࠯঺ᵐᵓࡇ࠰

Ệ実施ẲộẲẺẇᴾ

水俣ẦỤ௾木Ệề学ốᴾ  Ẑ社会開ႆ入門ίỴἁἘỵἨἻὊἝὅἂὸẑẆܢ都宮大学国ᨥ学部

附属多文҄公共圏ἍὅἑὊ等共催ểẲềẆ水俣病Ӗᩊ者ỉ方々ử

招ẨẆ公開講演会ử開催ẲộẲẺẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ
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講ᴾ ᴾࡈ Ӹᴾ 等ᴾ 概ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 要 

ဋ中ദᡯểỴἊỴᴾ  ஜἩἿἊỹἁἚỂỊẆἋἑἙỵὊ἖ỴὊỂ被害ỉ実態ử把握ẲẆἉὅ

ἯἊỸἲỂ足尾ỉ森林破壊ể渡良瀬川ỉ鉱毒汚染ẆấợỎ渡良瀬

川ể利根川沿岸ỉ洪水被害Ệếいề論ẵỦểểờỆẆ韓国ỉ研究者

ỉ独自ỉ視点ẦỤờ講演ẲộẲẺẇᴾ

Ẑ自動車ἧἿὅἚỾἻἋỉ中間

膜廃஬ử利用ẲẺấờẲỨІЇ

絵ỉ具ỉ開ႆểẸỉ展開ẑᴾ

 Ẑ廃車ἧἿὅἚỾἻἋ中間膜Ўᩉỉ২術開ႆẑửẨẾẦẬểẲềẆ฻

式Ўဒ法Ể得ỤủỦἯἼἥἝἽἨἓἻὊἽ中間膜ỉỴἽἅὊἽ溶液

ử利用ẲẺ新ẲいờỉỀẪụỆếいềẆẸỉ঺ௐểʻࢸỉ展開Ệếいề

解ᛟẲộẲẺẇᴾ

Ẑḛச来学ḜồỉἓἵἾὅἊ―

ச来予測ẦỤச来構想ộỂẑ

第ᵓ回Ẑḛܤ全Ὁܤ心ể便利Ḝỉ

ச来ᴾ

ẒỊẦỦẓẮểẦỤ観えềẪỦ科

学Ὁ২術ỉӧ能性ể課᫆ẑᴾ

 ẐỊẦỦẑẮểầ科学২術ỉႆ展Ệᝡ献ẲềẨẺ歴ӪやẆ最έ端২

術ể倫理ểỉ問᫆ễỄỆếいề解ᛟẲộẲẺẇᴾ ᴾ

奥日ήỆấẬỦἉỽỉ増ьể

森林生態系ồỉ影響ᴾ

 作新学ᨈ᭗等学校ỉ英ᡶ部ᾀ学࠰全ἁἻἋίᾆἁἻἋᴾᵐᵏᵏᴾӸὸᴾ

ử対象ỆẆᵱᵱᵦίἋὊἣὊἇỶỺὅἋἡỶἋἁὊἽὸ᭗大連携ểẲề日

ήὉ足尾Ὁ尾瀬ỆấẬỦἉỽỉ生息状況ấợỎ食害ể森林生態系ồ

ỉ影響Ệếいề講演ẲộẲẺẇᴾ

獣害対策ỉؕஜ的ễ考え方Ὁ

問᫆ỉ喫急性Ệếいềᴾ

 鳥獣害対策ỉ地域管理Ệếいề講演ẲộẲẺẇᴾ

自然ầ織ụễẴ豊Ầễ᣺山ử

生ẦẲẺộẼỀẪụἉὅἯἊỸ

ἲᴾ ᴾ 講演ᴾ Ẑ農産物ỉἨἻὅ

Ἓ҄ểἰὊἃἘỵὅἂẑᴾ

貝ထῨῩﾊﾞỉ᣺作ࠊ貝ထỆấẬỦ環境ể経ฎỉ両立ử目指ẴẐࠊ 

ụẑؕஜ構想策定ỆấいềẆẸỉ構想ỉ鍵ểễỦ農産物ỉἨἻὅἛ҄

や生物多様性ử活ẦẲẺ地域ỀẪụỆếいề講演･ң力ẲộẲẺẇᴾP

広域捕獲推ᡶ研修ᴾ  ௾木県林業ἍὅἑὊỆềẆẐ広域捕獲推ᡶ研修ẑểẲềἉỽὉἁἰ

等᣼生鳥獣ỉ管理Ệếいề講演ẲộẲẺẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ
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 ஜ学ỂỊẆ国立大学法人ܢ都宮大学Ẑ峰ầ丘地域ᝡ献ἧỳὅἛẑί通称ᾉ峰ầ丘地域ᝡ献ἧỳὅἛὸᴾử設

立ẲẆឃӷ者ί資᣿ਗЈ者ὸẦỤỉਗЈ᣿及Ỏஜ学資᣿ử運用ᝠ源ểẲềẆ運用益ử学生ầ参ьẴỦ地域

ᝡ献ʙ業Ệ対Ẳề支援ẲềいộẴẇẮỉʙ業ỉ一環ểẲề行ẾẺ࠯঺ᾁᾄࡇ࠰ỉ活動ỉ一部ử紹ʼẲộẴẇᴾ

■あấẹỤ芽生え教室ᴾ

 ஜʙ業ỊẆ農学部及Ỏ農学研究科学生ỉ企ဒὉ実施ỆợỦờỉỂẆஜ学ỉ豊Ầễ植物資源ử活ẦẲềẆ

構ϋỉ保育施設及Ỏஜ学学生ểỉ連携ỉờểẆ峰ầ丘地域ᝡ献ἧỳὅἛỉ学生企ဒỉ一ếểẲề実施ẲộẲ

Ẻẇᴾ

 過去Ệờ᣼草や虫ễỄử᫆஬Ệᵐ回実施ẲềいộẴầẆʻ回ỊẆ身近ễ自然ỂあỦἛὅἂἼử᫆஬ỆẲộẲ

Ẻẇ園児ᢋỊẆ峰ထỿἵὅἣἋϋỉἅἜἻやἉἻỽἉ等ỉ木々ỉɦỆ落ẼềいỦἛὅἂἼử集ỜẆ帽子Ὁ形態

ầ異ễỦἛὅἂἼử一ế一ế観察ẲễầỤЎ類ẲẆ木ỉ種類ắểỆἛὅἂἼỆ特徴ầあỦẮểử学ỎộẲẺẇᴾ

ᴾ

 

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

■足尾ዯ҄体験ᴾ

ᴾ 足尾ỉዯửӕụ戻ẲẆ地球温暖҄防ഥỉẺỜỉ活動ểẲề毎࠰ấẮễわủềいỦẐ足尾ዯ҄体験ẑίᾆஉᴾ

ᾁ὿日ί土ὸὸỆ学生ᾀᵎӸể職員ᾁӸầ参ьẲộẲẺẇᴾ

足尾ỊẆ銅山Ể௿えẺ一方Ẇ鉱山ẦỤ銅ửӕụЈẴᨥỆႆ生ẴỦ亜硫酸ỾἋỆợỦ煙害Ể山ỉ草木ầ枯

ủௐềẆ荒廃ẲềẲộẾẺờỉỂẆẸỉ被害Ị深刻ỂẆᾀ὿὿࠰ˌɥỆ渡Ếềዯ҄ʙ業ầᡶỜỤủềẨộẲẺ

ầẆዯầ戻ụếếあỦỉỊ半Ў程ࡇỂẴẇᴾ

ᴾ 参ь者ỊẆʻ回植樹ẲẺ木々ầẮủẦỤ大ẨẪ育ẼẆ足尾ỉ山々Ệዯầ増えỦẮểửᅌụễầỤẆ苗木ể黒

土ử持ẾềẆ急ễ斜面ờあỦ足尾ỉ山ỆႇụẆἛὅἂἼẦỤ育ềẺ苗木ử一ஜẵế大ЏỆ植樹ẲộẲẺẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ
植樹作業ỉ様子ᴾ

集ỜẺἛὅἂἼᴾἛὅἂἼ拾いửẲềいỦ様子ᴾ
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ᴾ ᴾ

ᴾ

ᵕὼᾀᴾ Ỻ἟ἽἀὊ消費᣽ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

ίᾀὸỺ἟ἽἀὊ消費᣽ỉ全体像ᴾ

ᴾ ஜ学ỆấẬỦỺ἟ἽἀὊ源Кỉ使用᣽Ịɦ表ỉểấụỂẴẇỺ἟ἽἀὊ消費᣽ỉ合計ỊẆ࠯঺ᾁᾄࡇ࠰

ỆấいềᵏᵓᵐᵊᵗᵎᵎᵥᵨỂẴẇẸỉϋᚪỊẆ電力消費᣽ᾆᾄήẆỾἋ消費᣽ᵐᵎήẆẸỉ他ᵓήểễẾềいộẴẇᴾ

Ỻ἟ἽἀὊ消費᣽ίỺ἟ἽἀὊ源Кὸᴾ ɦ段Ị構঺比率ᴾ

Ỻ἟ἽἀὊỉᴾ

種類ᴾ

熱᣽換算値ᴾ

電気ᴾ

ẘᵥᵨẙᴾ

ᵌtt ᵕᵫᵨᵍᶉᵵᶆᴾ

都ࠊỾἋ

ẘᵥᵨẙᴾ

ᵒ ᵌkᴗ ᵫᵨᵍᶋᵑᴾ

灯油ᴾ

ẘᵥᵨẙᴾ

ᵑ ᵌᴖᴗ ᵥᵨᵍᶉᵪᴾ

ᵟ᣻油ᴾ

ẘᵥᵨẙᴾ

ᵑ ᵌtk ᵥᵨᵍᶉᵪᴾ

軽油ᴾ

ẘᵥᵨẙᴾ

ᵑ ᵌpm ᵥᵨᵍᶉᵪᴾ

ỾἏἼὅᴾ

ẘᵥᵨẙᴾ

ᵑ ᵌoᴖ ᵥᵨᵍᶉᵪᴾ

計ᴾ

ẘᵥᵨẙᴾ

ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯
ᵏᵏ ᵊoᵖᵒᵔᴾ

ᵕᵓ%ᴾ

ᵑ ᵊᵎᵔᵎᵏᴾ

ᵐᵎ%ᴾ

ᵊᴖᵎᵎᵖᴾ

ᵒ%ᴾ

ᵐᵑᵓᴾ

ᵏ%ச฼ᴾ

ᵔᵑᵏᴾ

ᵏ%ச฼ᴾ

ᵓᵕᵗᴾ

ᵏ%ச฼ᴾ

ᵏᵓ ᵊmᵗᵎᵎᴾ

ᵏᵎᵎ%ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯
ᵏᵏ ᵊkᵕᵔᵐᴾ

ᵕᵓ%ᴾ

ᵐ ᵊpᵒᵓᵑᴾ

ᵏᵗ%ᴾ

ᵊᴖᵓᵔᵓᴾ

ᵒ%ᴾ

ᵊkᵏᵎᵑᴾ

ᵏ%ᴾ

ᵔᵎᵑᴾ

ᵏ%ச฼ᴾ

ᵔᵒᵐᴾ

ᵏ%ச฼ᴾ

ᵏᵒ ᵊtᵏᵐᵖᴾ

ᵏᵎᵎ%ᴾ

※ᴾᵥᵨᴾ……ᴾἀỾἊἷὊἽẇἀỾỊᵏᵎᵗ倍ẇᴾ

ᴾ Ỻ἟ἽἀὊ源ắểỆ使用᣽ỉҥˮầ異ễỦỉỂẆỺ἟ἽἀὊ消費᣽ểẲề比較Ὁ集計ẴỦẺỜỆ用いỤủộẴẇᴾ

ᴾ 使用᣽Ệ熱᣽換算値ử乗ẳề算ЈẲộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

Ệ比Ổề約ᾂήỺ἟ἽἀὊ消費᣽ầ増ьẲộẲẺẇ主ễ要因ểẲộẲềẆ耐震改ࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯Ịࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯

修工ʙỂ使用ử˞ഥẲềいẺ建物ỉ使用ầ開始ẲẺẮểầ考えỤủộẴẇẮủẦỤờ増減要因Ẇ問᫆点等ử

把握ẲẺうえỂẆ必要ễ方策ử講ẳẆ改善Ệ努ỜộẴẇᴾ

ᴾ ᴾ

７．環境パフォーマンǹ 

㻣㻡%

㻝㻥%

㻠%

㻝%
㻝%ச฼ 㻝%ச฼

ᖹ成䠎䠐ᖺ度

電気

都ࠊỾἋ

灯油

A᣻油

軽油

ỾἏἼὅ
㻣㻡%

㻞㻜%

㻠%
㻝%ச฼

㻝%ச฼
㻝%ச฼

ᖹ成䠎䠑ᖺ度

電気

都ࠊỾἋ

灯油

A᣻油

軽油

ỾἏἼὅ

Ỻ἟ἽἀὊ源К消費割合ᴾ
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ễấẆỺ἟ἽἀὊ消費᣽ử算ЈẴỦ根ਗểễẾẺỺ἟ἽἀὊ源Кỉ使用᣽ί購入᣽ὸỊˌɦỉểấụỂẴẇᴾ

Ỻ἟ἽἀὊ使用᣽ίỺ἟ἽἀὊ源Кὸᴾ

ᴾ
電気ᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

都ࠊỾἋᴾ

ẘᵬᶋᵑẙᴾ

灯油ᴾ

ẘ㍑ẙᴾ

ᵟ᣻油ᴾ

ẘ㍑ẙᴾ

軽油ᴾ

ẘ㍑ẙᴾ

ỾἏἼὅᴾ

ẘ㍑ẙᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵏ ᵊkᵓᵏ ᵊtᵏᵏᵐᴾ ᵕᵑ ᵊŋᵖᵒᵎᴾ ᵏᵔ ᵊŋᵕᵏᵑᴾ ᵊᴖᵎᵎᵎᴾ ᵏ ᵊᴖᵓᵏᵖᴾ ᵏ ᵊᴖᵕᵒᵖᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵏ ᵊkᵐᵎ ᵊtᵖᵕᵎᴾ ᵔᵖ ᵊmᵑᵑᵔᴾ ᵏᵕ ᵊpᵖᵖᵑᴾ ᵐ ᵊpᵐᵎᵎᴾ ᵏ ᵊɔᵕᵗᵑᴾ ᵏ ᵊpᵓᵒᵒᴾ

ᴾ

ίᾁὸᵡᵭᵐ排Ј᣽ᴾ

 ஜ学ỆấẬỦỺ἟ἽἀὊ消費Ệ伴い排ЈẰủỦᵡᵭᵐ排Ј᣽ỊẆỺ἟ἽἀὊ使用᣽ầ増ьẲộẲẺầẆ東

京電力ᵆ株ᵇỉᵡᵭᵐ排Ј̞数ỉ˯ɦẆ及ỎἮỶἻὊ廃ഥỆợỦᾐ᣻油使用᣽ỉ削減ỆợụẆ前ࡇ࠰比Ể約

ᾆήỉ減少ểễụộẲẺẇᴾ

ᵡᵭᵐ排Ј᣽ίỺ἟ἽἀὊ源Кὸᴾ

Ỻ἟ἽἀὊỉᴾ

種類ᴾ

ᵡᵭᵐ排Ј̞数ᴾ

ᴾ

ᴾ

電気ᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐẙᴾ

ᵦᵐ ᵘɔP ᵌᵎo ᵎᵔᴾ

ᵦᵐ ᵘoP ᵌᵎo ᵔᵑᴾ

ᴾ ᶒᵡᵭᵐᵍ千ᶉᵵᶆᴾ

都ࠊỾἋᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐẙᴾ

ᵌmᵎ ᵖᴾ

ᶒᵡᵭᵐᵍ千ᵬᶋ
ᵑᴾ

灯油ᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐẙᴾ

ᵌmɔ ᵏᴾ

ᶒᵡᵭᵐᵍᶉᵪᴾ

ᵟ᣻油ᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐẙᴾ

ᵌmᴗ ᵏᴾ

ᶒᵡᵭᵐᵍᶉᵪᴾ

軽油ᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐẙᴾ

ᵌmᴖ ᵐᴾ

ᶒᵡᵭᵐᵍᶉᵪᴾ

ᴾ

ỾἏἼὅᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐẙᴾ

ᵌmŋ ᵐᴾ

ᶒᵡᵭᵐᵍᶉᵪᴾ

ᴾ

計ᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐẙᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵊoᵔᵕᵕᴾ ᵊkᵓᵐᵔᴾ ᵒᵏᵏᴾ ᵏᵔᴾ ᵒᵑᴾ ᵑᵗᴾ ᵊᴖᵕᵏᵐᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵊɔᵏᵗᵎᴾ ᵊkᵒᵏᵗᴾ ᵒᵒᵗᴾ ᵕᵔᴾ ᵒᵏᴾ ᵒᵑᴾ ᵊᴗᵐᵏᵖᴾ

※ᴾ ᶒᵋᵡᵭᵐᴾ……ᴾỺ἟ἽἀὊỉ消費Ệ伴いẆ排ЈẰủỦᵡᵭᵐ[ｔ]ỉ᣽ẇỺ἟ἽἀὊ使用᣽Ệᵡᵭᵐ排Ј̞数ử乗ẳề算ЈẲộẴẇᴾ

ᾀ人あẺụỉỺ἟ἽἀὊ消費᣽及Ỏᵡᵭᵐ排Ј᣽ᴾ

ᴾ 構঺員数ẘ人ẙᴾ
Ỻ἟ἽἀὊ消費᣽ᴾ

ẘᵥᵨᵍ人ẙᴾ

ᵡᵭᵐ排Ј᣽ᴾ

ẘᶒᵋᵡᵭᵐᵍ人ẙᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵊᴖᵗᵓᵐᴾ ᵐ ᵌkt ᵗᴾ ᵌᵎt ᵕᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵊᴗᵏᵒᵕᴾ ᵐ ᵌᵎp ᵕᴾ ᵌkᵎ ᵏᴾ

ᴾ

ᴾ ᴾ
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ίᾂὸ電力使用᣽ᴾ

 前々᪮Ể示ẲẺểấụẆ全Ỻ἟ἽἀὊ消費᣽ỉᵕᵓήầ電力消費ỂẴẇᴾ

 ộẺẆ峰ထỿἵὅἣἋ及Ỏ陽東ỿἵὅἣἋỉ電力使用᣽ỉ合計ỊẆ大学全体ỉᾈ割ˌɥử占ỜềいộẴẇ

ʻࢸỊẆẮủỤᾁếỉỿἵὅἣἋϋỂỉ電力使用状況ễỄử調査ẲẆ必要ễ省Ỻ἟ἽἀὊ対策ử講ẳềいẨ

ộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

 உắểỉ使用᣽ử比較ẴỦểẆ夏季ể冬季ỆἦὊἁầあụẆ冷৐Ὁ暖৐ỉ省Ỻ἟ἽἀὊ対策ửợụ効ௐ的Ệ

ᡶỜỦ必要ầあỦẮểầわẦụộẴẇ建物ỉ大規模改修時ỆỊẆ省Ỻ἟機器ử積極的Ệݰ入ẴỦểểờỆẆ

利用方法Ệ応ẳ設備電源ỉỼὅὉỼἧầẮộỜỆỂẨỦợうỆẴỦ等ỉ工پử׋ẾềいộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ỿἵὅἣἋК電力使用᣽割合ᴾ

ᵓᵏ%

ᵒᵎ%

ᵑ%
ᵏ%

ᵐ% ᵑ%
ᵏ%ச฼

ᖹ成䠎䠐ᖺ度

峰ထỿἵὅἣἋ

陽東ỿἵὅἣἋ

附属学校

ί松原ὸ
附属学校

ί宝木ᵇ
国ᨥ交流会館Ὁ

学生寮
附属農場

附属演習林

ᵓᵑ%
ᵑᵖ%

ᵑ%
ᵏ%
ᵐ% ᵑ%ᵏ%ச฼

ᖹ成䠎䠑ᖺ度

峰ထỿἵὅἣἋ

陽東ỿἵὅἣἋ

附属学校

ί松原ὸ
附属学校

ί宝木ᵇ
国ᨥ交流会館Ὁ

学生寮
附属農場

附属演習林

㻢㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻤㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻝㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻝㻘㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻠月 㻡月 㻢月 㻣月 㻤月 㻥月 㻝㻜月 㻝㻝月 㻝㻞月 㻝月 㻞月 㻟月

度࠰≗঺２࠯

度࠰≘঺２࠯

உК電力使用᣽ίҥˮᾉᶉᵵᶆὸᴾ
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ỿἵὅἣἋКὉஉК電力使用᣽ᴾ ᴾ ɥ段ᾉ࠯঺ᾁᾄࡇ࠰Ẇɦ段ᾉ࠯঺ᾁᾃࡇ࠰ᴾ

Ӹ称ᴾ
ᵒஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵓஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵔஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵕஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵖஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵗஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

峰ထᴾ

ỿἵὅἣἋᴾ

ᵒᵐ ᵊᴖᵑᵖᵓᴾ

ᵒᵎ ᵊᴗᵗᵕᵔᴾ

ᵒᵒ ᵊŋᵔᵐᵓᴾ

ᵒᵐ ᵊkᵗᵗᵐᴾ

ᵒᵕ ᵊᴗᵑᵕᵏᴾ

ᵒᵐ ᵊpᵗᵐᵖᴾ

ᵓᵔ ᵊᵎᵖᵓᵐᴾ

ᵓᵏ ᵊɔᵑᵕᵔᴾ

ᵓᵒ ᵊᵎᵎᵒᵑᴾ

ᵓᵐ ᵊŋᵐᵒᵖᴾ

ᵒᵕ ᵊoᵑᵏᵎᴾ

ᵒᵓ ᵊpᵗᵓᵐᴾ

陽東ᴾ

ỿἵὅἣἋᴾ

ᵑᵐ ᵊoᵒᵓᵔᴾ

ᵑᵐ ᵊkᵕᵗᵐᴾ

ᵑᵒ ᵊᴗᵐᵎᵑᴾ

ᵑᵑ ᵊpᵗᵓᵐᴾ

ᵑᵕ ᵊoᵕᵓᵖᴾ

ᵑᵔ ᵊkᵔᵓᵔᴾ

ᵒᵑ ᵊkᵔᵔᵗᴾ

ᵒᵏ ᵊtᵎᵔᵒᴾ

ᵑᵖ ᵊtᵐᵔᵓᴾ

ᵑᵗ ᵊᴗᵕᵐᵖᴾ

ᵑᵐ ᵊoᵏᵕᵏᴾ

ᵑᵓ ᵊkᵔᵒᵖᴾ

附属学校ᴾ

ί松原ὸᴾ

ᵐ ᵊᴖᵔᵔᵒᴾ

ᵐ ᵊpᵔᵖᵎᴾ

ᵑ ᵊkᵓᵖᵒᴾ

ᵑ ᵊkᵕᵏᵎᴾ

ᵑ ᵊpᵔᵏᵎᴾ

ᵑ ᵊᴗᵕᵏᵔᴾ

ᵐ ᵊoᵓᵔᵒᴾ

ᵐ ᵊᴗᵐᵕᵎᴾ

ᵐ ᵊpᵎᵐᵎᴾ

ᵐ ᵊᴗᵑᵒᵖᴾ

ᵑ ᵊŋᵔᵑᵔᴾ

ᵑ ᵊoᵔᵖᵔᴾ

附属学校ᴾ

ί宝木ὸᴾ

ᵊᴖᵎᵏᵑᴾ

ᵊɔᵑᵖᵖᴾ

ᵊᴖᵏᵖᵕᴾ

ᵊɔᵔᵖᵗᴾ

ᵊᴗᵎᵕᵎᴾ

ᵊᴖᵕᵐᵐᴾ

ᵊpᵐᵗᵏᴾ

ᵊᴖᵖᵖᵑᴾ

ᵊᴖᵕᵑᵕᴾ

ᵊᴖᵕᵐᵑᴾ

ᵊᴖᵗᵖᵖᴾ

ᵊᴖᵏᵓᵗᴾ

国ᨥ交流会館ᴾ

Ὁ学生寮ᴾ

ᵏ ᵊɔᵗᵑᵖᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

ᵏ ᵊᴗᵗᵕᵗᴾ

ᵏ ᵊɔᵗᵓᵖᴾ

ᵏ ᵊɔᵕᵎᵔᴾ

ᵏ ᵊᴖᵐᵕᵒᴾ ᴾ

ᵏ ᵊɔᵕᵎᵓᴾ

ᵏ ᵊᴗᵕᵒᵔᴾ

ᵏ ᵊᴗᵕᵖᵐᴾ

ᵐ ᵊᵎᵐᵔᵒᴾ

ᵐ ᵊkᵖᵕᵓᴾ

ᵏ ᵊᴖᵎᵓᵔᴾ

ᵏ ᵊpᵗᵕᵑᴾ

附属農場ᴾ
ᵐ ᵊŋᵓᵗᵖᴾ

ᵐ ᵊmᵕᵖᵐᴾ

ᵑ ᵊkᵑᵕᵒᴾ

ᵏ ᵊtᵒᵗᵒᴾ

ᵑ ᵊᴖᵐᵓᵖᴾ

ᵐ ᵊᵎᵓᵏᵒᴾ

ᵑ ᵊᴖᵑᵒᵖᴾ

ᵐ ᵊoᵏᵎᵖᴾ

ᵑ ᵊtᵔᵏᵖᴾ

ᵒ ᵊkᵎᵗᵒᴾ

ᵑ ᵊmᵗᵏᵎᴾ

ᵑ ᵊŋᵓᵐᵖᴾ

附属演習林ᴾ

ί船生ὸᴾ

ᵊŋᵓᵒᵖᴾ

ᵊŋᵑᵔᵎᴾ

ᵊŋᵔᵓᵖᴾ

ᵊŋᵔᵗᵓᴾ

ᵊŋᵒᵏᵐᴾ

ᵊŋᵏᵏᵐᴾ

ᵊŋᵕᵐᵑᴾ

ᵊŋᵒᵔᵑᴾ

ᵊŋᵔᵓᵒᴾ

ᵊŋᵕᵒᵑᴾ

ᵊŋᵖᵖᵖᴾ

ᵊoᵎᵖᵒᴾ

計ᴾ
ᵖᵐ ᵊᴖᵔᵎᵐᴾ

ᵖᵎ ᵊᴗᵗᵓᵕᴾ

ᵖᵕ ᵊtᵓᵖᵗᴾ

ᵖᵑ ᵊᴗᵐᵑᵖᴾ

ᵗᵓ ᵊŋᵕᵓᵑᴾ

ᵖᵕ ᵊoᵑᵓᵑᴾ

ᵊkᵎᵖ ᵊŋᵏᵗᵑᴾ

ᵊkᵎᵏ ᵊŋᵗᵒᵔᴾ

ᵊkᵎᵐ ᵊᴗᵔᵎᵏᴾ

ᵊkᵎᵐ ᵊkᵕᵓᵗᴾ

ᵖᵗ ᵊkᵗᵓᵗᴾ

ᵗᵎ ᵊpᵎᵑᵎᴾ

ᴾ

Ӹ称ᴾ
ᵏᵎஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵏᵏஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵏᵐஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵏஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵐஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

ᵑஉᴾ

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

間合計ᴾ࠰

ẘᶉᵵᶆẙᴾ

峰ထᴾ

ỿἵὅἣἋᴾ

ᵒᵗ ᵊkᵗᵏᵓᴾ

ᵒᵓ ᵊᴖᵒᵎᵖᴾ

ᵓᵎ ᵊᴗᵖᵔᵑᴾ

ᵒᵖ ᵊoᵕᵓᵐᴾ

ᵓᵕ ᵊkᵖᵕᵓᴾ

ᵓᵒ ᵊmᵐᵎᵖᴾ

ᵓᵗ ᵊkᵖᵑᵒᴾ

ᵓᵔ ᵊoᵖᵒᵎᴾ

ᵓᵎ ᵊtᵐᵒᵖᴾ

ᵒᵕ ᵊmᵔᵖᵎᴾ

ᵒᵓ ᵊtᵔᵓᵑᴾ

ᵒᵐ ᵊpᵒᵗᵔᴾ

ᵊᴖᵎᵓ ᵊoᵗᵕᵒᴾ

ᵊɔᵕᵎ ᵊɔᵖᵓᵔᴾ

陽東ᴾ

ỿἵὅἣἋᴾ

ᵑᵒ ᵊᴗᵖᵒᵗᴾ

ᵑᵓ ᵊmᵎᵑᵐᴾ

ᵑᵓ ᵊᴖᵎᵖᵑᴾ

ᵑᵕ ᵊɔᵎᵕᵐᴾ

ᵑᵗ ᵊᴖᵏᵑᵒᴾ

ᵒᵎ ᵊᴗᵖᵎᵖᴾ

ᵒᵏ ᵊᴖᵓᵐᵓᴾ

ᵒᵐ ᵊᴗᵐᵎᵎᴾ

ᵑᵒ ᵊŋᵖᵏᵎᴾ

ᵑᵖ ᵊoᵗᵏᵐᴾ

ᵑᵐ ᵊtᵕᵏᵗᴾ

ᵑᵐ ᵊmᵖᵒᵖᴾ

ᵊoᵑᵖ ᵊkᵔᵒᵐᴾ

ᵊoᵒᵔ ᵊᵎᵕᵏᵐᴾ

附属学校ᴾ

ί松原ὸᴾ

ᵐ ᵊᴖᵔᵖᵐᴾ

ᵐ ᵊtᵒᵒᵖᴾ

ᵑ ᵊkᵑᵗᵐᴾ

ᵑ ᵊmᵕᵔᵎᴾ

ᵐ ᵊoᵖᵑᵒᴾ

ᵐ ᵊɔᵖᵒᵐᴾ

ᵑ ᵊɔᵒᵔᵎᴾ

ᵑ ᵊoᵕᵏᵔᴾ

ᵑ ᵊŋᵑᵔᵎᴾ

ᵑ ᵊkᵖᵖᵒᴾ

ᵐ ᵊoᵒᵑᵐᴾ

ᵐ ᵊŋᵒᵒᵖᴾ

ᵑᵓ ᵊtᵐᵑᵖᴾ

ᵑᵔ ᵊɔᵓᵎᵖᴾ

附属学校ᴾ

ί宝木ὸᴾ

ᵊɔᵎᵖᵏᴾ

ᵊoᵖᵖᵕᴾ

ᵊɔᵓᵒᵖᴾ

ᵊᴖᵏᵎᵏᴾ

ᵊᴖᵖᵖᵏᴾ

ᵊpᵒᵒᵐᴾ

ᵊpᵒᵒᵕᴾ

ᵏ ᵊᵎᵒᵏᵏᴾ

ᵊpᵖᵖᵔᴾ

ᵊtᵐᵕᵎᴾ

ᵊᴗᵔᵗᵔᴾ

ᵊᴖᵔᵒᵑᴾ

ᵖ ᵊŋᵖᵐᵓᴾ

ᵖ ᵊŋᵑᵏᵖᴾ

国ᨥ交流会館ᴾ

Ὁ学生寮ᴾ

ᵏ ᵊoᵗᵖᵔᴾ

ᵏ ᵊɔᵔᵏᵏᴾ

ᵏ ᵊᴗᵖᵐᵓᴾ

ᵏ ᵊᴗᵖᵒᵒᴾ

ᵐ ᵊkᵒᵏᵏᴾ

ᵐ ᵊoᵖᵓᵗᴾ

ᵐ ᵊᴗᵕᵐᵎᴾ

ᵐ ᵊᴗᵒᵎᵏᴾ

ᵑ ᵊᵎᵑᵖᵒᴾ

ᵐ ᵊpᵕᵖᵎᴾ

ᵏ ᵊtᵒᵒᵑᴾ

ᵏ ᵊpᵐᵔᵒᴾ

ᵐᵑ ᵊoᵎᵎᵓᴾ

ᵐᵒ ᵊᵎᵕᵕᵗᴾ

附属農場ᴾ
ᵐ ᵊᴖᵏᵐᵒᴾ

ᵐ ᵊmᵗᵎᵐᴾ

ᵐ ᵊᴗᵒᵔᵖᴾ
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ί船生ὸᴾ
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計ᴾ
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ίᾃὸ水ᢊ使用᣽ᴾ

 峰ထỿἵὅἣἋẆ陽東ỿἵὅἣἋẆ附属農場及Ỏ附属演習林ί日ήὸỂỊẆ井戸水ử使用ẲẆ井戸水ầɧ

足ẴỦญ水期ễỄỆࠊ水ử使用ẲềいộẴẇẮủỤˌ外ỉ地区ί附属学校Ẇ附属演習林ί船生ὸὸỊ常時ࠊ

水ử使用ẲềいộẴẇễấẆ附属学校ỉἚỶἾ水ỊẆ雨水ử利用ẲềấụẆ水資源ỉஊ効利用ử׋Ếềいộ

Ẵẇᴾ

ợụ約ᾂή削減ẲềいộẴẇᴾࡇ࠰水ỉ使用᣽ỊẆᵑᵏᵊᵒᵗᵔｍᵑỂẆ前ࠊỆấẬỦࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ 

水隔உК使用᣽ίҥˮᾉᶋᵑὸᴾࠊ

ᴾ ᵒὉᵓஉᴾ ᵔὉᵕஉᴾ ᵖὉᵗஉᴾ ᵏᵎὉᵏᵏஉᴾ ᵏᵐὉᵏஉᴾ ᵐὉᵑஉᴾ 計ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵊᴗᵒᵔᵐᴾ ᵊmᵒᵔᵏᴾ ᵊkᵔᵖᵎᴾ ᵊmᵎᵓᵕᴾ ᵊtᵎᵖᵔᴾ ᵊpᵕᵓᵎᴾ ᵑ ᵊkᵒᵗᵔᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵏ ᵊᵎᵑᵐᵒᴾ ᵊmᵐᵓᵑᴾ ᵊkᵔᵎᵏᴾ ᵊmᵎᵗᵏᴾ ᵊpᵏᵒᵓᴾ ᵊpᵐᵐᵑᴾ ᵑ ᵊmᵔᵑᵕᴾ

ᴾ ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ
ᴾ

ᴾ

ɦ水隔உК排Ј᣽ίҥˮᾉᶋᵑὸᴾ

ᴾ ᵒὉᵓஉᴾ ᵔὉᵕஉᴾ ᵖὉᵗஉᴾ ᵏᵎὉᵏᵏஉᴾ ᵏᵐὉᵏஉᴾ ᵐὉᵑஉᴾ 計ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵏ ᵊmᵕᵓᵗᴾ ᵐ ᵊᵎᵏᵏᵖᴾ ᵏ ᵊoᵕᵕᵒᴾ ᵏ ᵊoᵓᵐᵖᴾ ᵏ ᵊoᵏᵖᵕᴾ ᵏ ᵊoᵔᵖᵒᴾ ᵗ ᵊkᵎᵓᵎᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵏ ᵊŋᵒᵕᵑᴾ ᵏ ᵊᴖᵔᵗᵖᴾ ᵏ ᵊŋᵔᵗᵓᴾ ᵏ ᵊŋᵐᵐᵖᴾ ᵏ ᵊmᵒᵎᵏᴾ ᵏ ᵊᵎᵑᵖᵓᴾ ᵕ ᵊtᵖᵖᵎᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

水隔உК使用᣽ίҥˮᾉᶋᵑὸᴾࠊ
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水隔உК使用᣽ίҥˮᾉᶋᵑὸᴾࠊ
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ᴾ
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ίᾀὸἆἱӓ集状況ᴾ

ợụ約ᾃή増ьẲộẲẺẇᴾࡇ࠰ỆấẬỦӧ燃物Ẇɧ燃物及ỎἬἕἚἮἚἽỉӓ集᣽ỊẆ前ࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ 

ӧ燃物Ẇɧ燃物及ỎἬἕἚἮἚἽỉӓ集᣽ίҥˮᾉᶉᶅὸᴾ

ᴾ ӧ燃物ᴾ ɧ燃物ᴾ ἬἕἚἮἚἽᴾ 計ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵏᵏ ᵊkᵒᵓᵏᴾ ᵏ ᵊoᵎᵖᵓᴾ ᵊoᵗᵎᵎᴾ ᵏᵑ ᵊᵎᵒᵑᵔᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᵒ࠯ ᵏᵎ ᵊtᵗᵏᵎᴾ ᵏ ᵊkᵐᵑᵎᴾ ᵊoᵐᵏᵖᴾ ᵏᵐ ᵊɔᵑᵓᵖᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

 ễấẆ行૎ỉ指定区ЎỆ応ẳềẆ各建物ỉ階ắểỆ種類ầ明示ẰủẺἆἱ入ủ等ử設置ẲẆЎК回ӓử

̟ẲềいộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ ᴾ
ἆἱỉЎК箱設置ỉ例ᴾ

ɦ水隔உК排Ј᣽ίҥˮᾉᶋᵑὸᴾ
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ӧ燃物Ẇɧ燃物及ỎἬἕἚἮἚἽỉӓ集᣽ίҥˮᾉᶉᶅὸᴾ
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ίᾁὸ複写用紙ỉ使用᣽ᴾ

 大学ểいう特性ɥẆ複写用紙ỉ使用᣽ί購入᣽ὸầ他ỉʙ業৑等Ệ比Ổ多ẪễẾềいộẴẇẮủử大ẨẪ

減ỤẴẮểỊ容易ễẮểỂỊあụộẶỮầẆ両面ἅἦὊや裏面利用ỆợụẆỂẨỦ限ụ増ьẲễいợう努力Ẳề

いộẴẇᴾ

複写用紙ỉ購入᣽ίҥˮᾉ箱ὸᴾ

ᴾ ᵟᵑᴾ ᵟᵒᴾ ᵠᵒᴾ ᵠᵓᴾ 計ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵓᵒᵏᴾ ᵊoᵑᵕᵏᴾ ᵏᵔᵖᴾ ᵖᵐᴾ ᵊɔᵏᵔᵐᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵒᵑᵓᴾ ᵊoᵏᵕᵔᴾ ᵐᵎᵑᴾ ᵕᵗᴾ ᵊoᵖᵗᵑᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ίᾂὸἂἼὊὅ購入等ᴾ

 ἂἼὊὅ購入法ί国等ỆợỦ環境物品等ỉ調ᢋỉ推ᡶ等Ệ関ẴỦ法ࢷὸỆؕỀいềẆஜ学ỂỊ環境Ệ配

慮ẲẺ製品ử調ᢋẴỦợう努ỜềいộẴẇ࠯঺ᾁᾅࡇ࠰ˌ降ỉ調ᢋỆấいềờ教育研究ɥỉ必要性等ử考

慮Ẳếế引ẨዓẨ環境物品等ỉ調ᢋỉ推ᡶử׋ụẆӧ能ễ限ụ環境ồỉ᝟荷ỉ少ễい物品等ỉ調ᢋỆ努

ỜềいẨộẴẇᴾ

Ṟ物品等ỉ調ᢋᴾ

 調ᢋ方針ỆấいềẆ調ᢋ総᣽Ệ対ẴỦؕ準ử฼足ẴỦ物品等ỉ調ᢋ᣽ỉ割合Ệợụ目標設定ử行う品

目ỆếいềỊẆᵏᵎᵎήử目標ểẲẆ全ềỉ物品等ỉ調ᢋ実績Ể目標ửᢋ঺ẲộẲẺẇᴾ

ṟ公共工ʙᴾ

 ἑỶἽ及ỎἥἝὊἽ系床஬ễỄỆấいềؕ準ử฼足ẴỦ適用品ửᵏᵎᵎή調ᢋẲộẲẺẇộẺẆ工ʙỆ使用

ẴỦ建設機械ί排ЈỾἋ対策型建設機械ὸỆếいềờؕ準ử฼足ẴỦ機械ử使用ẲộẲẺẇᴾ

ஜ学ỆấẬỦἂἼὊὅ購入等ỉᛇ細ỆếいềỊẆἭὊἲἬὊἊỆề公表ẲềいộẴẇ

ᶆᶒᶒᶎᵘᵍᵍᶕᶕᶕᵌᶓᶒᶑᶓᶌᶍᶋᶇᶗᵿᵋᶓᵌᵿᶁᵌᶈᶎᵍᶈᶗᶍᶓᶆᶍᶓᶉᶍᶓᶉᵿᶇg ᶇᶌᶂᶃᶖᵌᶎᶆᶎᴾ

ᴾ ᴾ ίᵦᵭᵫᵣ→情報公開→国立大学法人ܢ都宮大学調ᢋ情報ὸᴾ

複写用紙ỉ購入᣽ίҥˮᾉ箱ὸᴾ
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ᾆὼᾂᴾ ҄学物質ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

ίᾀὸ҄学物質ỉ管理ᴾ

 ஜ学ỂỊẆ教育研究ỉ必要ɥ様々ễ҄学物質ửӕụ扱ẾềấụộẴẇᾟᾡᾣᾡ法ί特定҄学物質ỉ環境ồ

ỉ排Ј᣽ỉ把握等及Ỏ管理ỉ改善ỉ̟ᡶỆ関ẴỦ法ࢷὸửỊẳỜ各法ࢷỆ則ụ使用ẲềいộẴẇᴾ

 ễấẆ毒物Ὁ劇物ỆếいềỊẆ密栓ẲẺ容器Ệ入ủẆϋ容物ử明ᚡẲề施錠ẲẺ薬品棚Ệ管理ẲẆẸỉЈ

納ử῏毒物等Ӗ払簿ῐỆᚡ録ẴỦểểờỆẆ保管状況等Ệếいề定期的Ệ検査ẲềいộẴẇᴾ

ίᾁὸ廃液処理状況ᴾ

 ஜ学ỉ教育研究活動Ể排ЈẰủỦ実験廃液ỊẆ各ỿἵὅἣἋỂ一斉Ệ回ӓί峰ထỿἵὅἣἋᾉ࠰ᾀ回Ẇ陽

東ỿἵὅἣἋᾉ࠰ᾁ回ὸẲẆ業者Ệ処Ўử委ᚠẲềいộẴẇᴾ

一般産業廃棄物排Ј᣽ίҥˮᾉᶉᶅὸᴾ

ᴾ 汚泥ᴾ 廃ỴἽỽἼᴾ 廃酸ᴾ 廃油ᴾ 計ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵗᵗᵐᴾ ᵏᵖᵓᴾ ᵑᵒᾃᴾ ᵓᵒᵖᴾ ᵊmᵎᵔᵗᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵗᵎᵐᴾ ᵕᵒᵗᴾ ᵏᵗᵔᴾ ᵒᵒᵓᴾ ᵊmᵐᵗᵐᴾ

ᴾ

特К管理産業廃棄物排Ј᣽ίҥˮᾉᶉᶅὸᴾ

ᴾ
汚泥ᴾ

ίஊ害ὸᴾ

引火性廃油

ίஊ害ὸᴾ

強ỴἽỽἼᴾ

ίஊ害ὸᴾ

廃ỴἽỽἼᴾ

ίஊ害ὸᴾ

廃酸ᴾ

ίஊ害ὸᴾ

強酸ᴾ

ίஊ害ὸᴾ
計ᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾄ࠯ ᵏᵐᴾ ᵊmᵎᵔᵗᴾ ᵑᵒᵕᴾ ᵏᵖᵑᴾ ᵕᵒᵗᴾ ᵗᵗᵏᴾ ᵊoᵑᵓᵏᴾ

ᴾࡇ࠰঺ᾁᾃ࠯ ᵏᵓᴾ ᵊmᵐᵔᵖᴾ ᵖᵗᴾ ᵖᵐᴾ ᵑᵗᵐᴾ ᵊkᵏᵏᵓᴾ ᵊŋᵗᵔᵏᴾ

ᴾ

ίᾂὸᾟᾒᾑ廃棄物ỉӕụ扱いᴾ

 保管ẲềいỦᾟᾒᾑ廃棄物ỊẆẐἯἼ塩҄ἥἧỹἝἽ廃棄物ỉ適ദễ

処理Ệ関ẴỦ特К措置法ẑỆؕỀẨẆܢ都宮ࠊồ報告ẴỦểểờỆẆ

厳᣻ễ管理及Ỏ保管ửዒዓẲềいộẴẇᴾ

 ஜ学Ể保ஊẴỦᾟᾒᾑ廃棄物ỉ一部ỊẆ࠯঺ᾁᾅࡇ࠰Ệ国ϋ唯一ỉ

処理ʙ業者ỂあỦ日ஜ環境ܤ全ʙ業ᵆ株ᵇỆề処理ử行ẾềấụộẴẇᴾ

 ộẺẆ日ஜ環境ܤ全ʙ業ᵆ株ᵇ҅海ᢊʙ業৑Ệấいề照明器具用ܤ

定器ỉ処理ầ開始ẰủẺẮểỆ伴いẆᡮやẦỆ処理ầ行えỦợう必要

ễʙ務手ዓẨί੿入荷姿ႇ録ὸử完了ẰẶềấụộẴẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᵮᵡᵠ廃棄物保管庫ᴾ



ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ  
Utsunomiya University Environmental Report 2014ᴾ 30 

ᾆὼᾃᴾ 環境配慮活動ỉӕ組ʙ例ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

ίᾀὸ省Ỻ἟ἽἀὊ対策ể地球温暖҄ỾἋίᵡᵭᵐὸ排Ј削減ᴾ

 様々ễ省Ỻ἟ἽἀὊ対策ể地球温暖҄ỾἋίᵡᵭᵐὸ排Ј削減ử᪯次行ẾềấụộẴẇᴾ

ỆấいềỊẆ工学部ᵒӭ館Ẇᵖӭ館等ỉ大規模耐震改修工ʙや大学Ể使用ẴỦ物品等ỉࡇ࠰঺ᵐᵓ࠯ 

調ᢋỉᨥỆɦᚡỉ省Ỻ἟ἽἀὊ対策ể地球温暖҄ỾἋίᵡᵭᵐὸ排Ј削減ỉӕụ組Ớử実施ẲộẲẺẇᴾ

Ṟ断熱Ὁ遮熱ỆợỦ省Ỻ἟ᴾ

Ὁ複ޖỾἻἋỉ੔用ᴾ

 複ޖỾἻἋỊẆᵐ 枚ỉỾἻἋỉ間Ệ中空ޖử持ẺẶẺỾἻἋỂẆ

熱ầ最ờ移動ẲやẴいẐ窓ẑỉ断熱性能ử᭗Ờề冷暖৐時ỉ᝟荷

ử˯減ẲềẪủộẴẇᴾ

ṟ照明器具ỆợỦ省Ỻ἟ᴾ

Ὁ省Ỻ἟型照明器具ỉ੔用ᴾ

 従来ỉ水銀灯や蛍ή灯照明器具ẦỤ ᵪᵣᵢ 照明器具や᭗効率

型蛍ή灯照明器具ồỉ更新Ẇ場৑や用途Ệ応ẳềẆ人感Ἅὅἇ

Ὂや昼ή制御ἍὅἇὊử用いỦẮểỆợụẆ電力ỉ削減ử׋Ếề

いộẴẇᴾ

Ṡ空調Ὁ換気設備ỆợỦ省Ỻ἟ᴾ

ὉἇὊỿἷἾὊἑὊἧỳὅỉ੔用ᴾ

 暖৐時ỉ暖気Ịټ井Ệ溜ộụやẴẪ空調効率ầ悪ẪễụộẴẇᴾ

ἇὊỿἷἾὊἑὊἧỳὅỆợụẆټ井付近ỉ暖気ử攪拌ẴỦẮểỆ

ợụ温ࡇἲἻửễẪẲẆ空調効率ử改善ẲềỺ἟ἽἀὊỉ削減ử׋

ẾềいộẴẇᴾ

Ὁ空調機集中ἅὅἚἿὊἻὊỉ੔用ᴾ

 空調機集中ἅὅἚἿὊἻὊửݰ入ẴỦʙỆợụẆЏụ忘ủ対策や

各部ދỉ運転状況確認ễỄầЈ来ộẴẇ温ࡇや時間等ỉ管理ử

行いỺ἟ἽἀὊỉ削減ử׋ẾềいộẴẇᴾ

ṡ再生ӧ能Ỻ἟ἽἀὊỉ利用ᴾ

Ὁ防災型ٽ陽ήႆ電設備ỉ設置ᴾ

 附属学校ể特К支援学校Ệ防災型ỉٽ陽ήႆ電設備ίᵏᵎｋᵵ

×ᵒؕὸ設置ẲộẲẺẇ日中ႆ電ẲẺ電力ỊẆ校ϋỂ消費ẴỦỖẦẆ

蓄電池Ệ給電Ằủ非常時ỉ電力ểẲề使用ỂẨộẴẇᴾ

複ޖỾἻἋᴾ

ἇὊỿἷἾὊἑὊἧỳὅᴾ

空調機集中ἅὅἚἿὊἻὊᴾ

防災型ٽ陽ήႆ電設備ᴾ

ᵪᵣᵢ照明器具ᴾ
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ίᾁὸỺἅỽὊỉݰ入ᴾ

 公用車ỉ更新ỉᨥỆ電気自動車ᵐӨểἡỶἨἼἕἛ車ᵏӨửݰ

入ẲộẲẺẇᴾ

 特Ệ電気自動車ỊẆ走行Ệ伴う排気ỾἋỉ排ЈầあụộẶỮỉ

ỂẆ地球温暖҄ỾἋίᵡᵭᵐὸỉ排Ј削減ầ期待ỂẨộẴẇᴾ

ᴾ

ίᾂὸ省Ỻ἟ἽἀὊἰἝἷỴἽỉ作঺ᴾ

 冷暖৐ỆợỦỺ἟ἽἀὊ使用᣽ầ増ьẴỦ夏季Ὁ冬季ỆẆợụ一ޖỉ省Ỻ἟ἽἀὊ活動ầ積極

的Ệӕụ組ỜỦợうỆẆЎẦụやẴẪ省Ỻ἟ỉἯỶὅἚửộểỜẺẆ省Ỻ἟ἽἀὊἰἝἷỴἽίᾁ὿ᾀᾂᴾ夏ύ

ᾁ὿ᾀᾂᴾ冬ὸử作঺ẲộẲẺẇᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᾆὼᾄᴾ 環境関連ỉ法規制ỉ遵ܣ状況ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

ஜ学Ệ適用ẰủỦ環境関連ỉ法規制ỊẆ主ểẲềɦᚡỆ示ẴểấụỂẴẇ࠯঺ᾁᾄࡇ࠰ỆấいềờẆẮủỤỉ

法規制Ệ関ẴỦᚫ訟や科料ầ科ẶỤủẺʙ例ỊあụộẶỮẇᴾ

ᴾ ᴾ Ṟ公害関連法規制ᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ 大気汚染防ഥ法Ẇ水質汚濁防ഥ法Ẇɦ水ᢊ法Ẇ土壌汚染対策法ễỄẇᴾ

ᴾ ᴾ ṟỺ἟ἽἀὊ関連法規制ᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ Ỻ἟ἽἀὊỉ使用ỉ合理҄Ệ関ẴỦ法ࢷẆ地球温暖҄対策ỉ推ᡶỆ関ẴỦ法ࢷễỄẇᴾ

ᴾ ᴾ Ṡ廃棄物関連法規制ᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ 廃棄物ỉ処理及Ỏ清掃Ệ関ẴỦ法ࢷẆᾟᾒᾑ特К措置法ễỄẇᴾ

ᴾ ᴾ ṡ҄学物質関連法規制ᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ ᾟᾡᾣᾡ法Ẇ᭗ןỾἋ保ܤ法Ẇ毒物及Ỏ劇物ӕ締法ễỄẇᴾ ᴾ

電気自動車ểἡỶἨἼἕἛ車ᴾ

省Ỻ἟ἰἝἷỴἽᴾ

ί冬ὸ表紙ᴾ

省Ỻ἟ἰἝἷỴἽᴾ

ỺỴἅὅ編ᴾ

省Ỻ἟ἰἝἷỴἽᴾ

電気機器編ᴾ

省Ỻ἟ἰἝἷỴἽᴾ

ί夏ὸ表紙ᴾ
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ᴾ

ᴾ 環境省ầ作঺ẲẺẐ環境報告ỾỶἛἻỶὅίᵐᵎᵏᵐ࠰༿ὸẑỆỊẆẐ環境報告ểẲềᚡ載ẴỦẮểầ望ộẲいểẴỦ

᪮目ẑầ提示ẰủềいộẴẇˌɦỆ環境報告ỾỶἛἻỶὅỉ᪮目Ệᛆ当又Ị関連ẴỦẆஜ報告書ỉᚡ載ʙ᪮

ử示ẲộẴẇᴾ

環境報告ỾỶἛἻỶὅỉ᪮目ᴾ ஜ環境報告書ỉᚡ載ʙ᪮ᴾ ᛆ当ἬὊἊᴾ

Ẕᾀẕᴾ ؕஜ的᪮目ᴾ ᾉᴾ ᵠᵿᶑᶇᶁ ᵧPᶌᶄᶍᶐᶋᵿᶒᶇᶍᶌᴾ

ᾀώᴾ報告ỆあẺẾềỉؕஜ的要件ᴾ

ᴾ ίᾀὸᴾ対象組織ỉ範׊Ὁ対象期間ᴾ

ᴾ ίᾁὸᴾ対象範׊ỉ捕捉率ể対象期間ỉ差異ᴾ

ᴾ ίᾂὸᴾ報告方針ᴾ

ᴾ ίᾃὸᴾ公表媒体ỉ方針等ᴾ

対象組織Ẇ対象地区Ẇ対象期間ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

目次ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᾁώᴾ経営責任者ỉደ言ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᾀώ学長ἳἕἍὊἊᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ ᾀᴾ

ᾂώᴾ環境報告書ỉ概要ᴾ

ᴾ

ᴾ ίᾀὸ環境配慮経営等ỉ概要ᴾ

ᴾ ίᾁὸᾚᴾᾟᴾ ᾘP ỉ時系列一覧ᴾ

ᴾ ίᾂὸ個Кỉ環境課᫆Ệ関ẴỦ対応総ਙᴾ

ᾁὼᾀᴾ 都宮大学ỉ概要ᴾܢ

ᾁὼᾁᴾ 都宮大学ỉ組織ᴾܢ

―ᴾ

―ᴾ

ᾂώ環境方針ᴾ

ᴾ

ᴾ ᾁᴾ

ᴾ ᾂᴾ

―ᴾ

―ᴾ

ᴾ ᾃᴾ

ᾃώᴾἰἘἼỴἽἢἻὅἋᴾ

ᴾ

ᾆὼᾀᴾ Ỻ἟ἽἀὊ消費᣽ᴾ

ᾆὼᾁᴾ ἆἱὉ紙ὉἂἼὊὅ購入等ᴾ

ᾆὼᾂᴾ ҄学物質ᴾ

ᴾ

ᾁᾁ～ᾁᾅᴾ

ᾁᾆ～ᾁᾇᴾ

ᾁᾈᴾ

Ẕᾁẕᴾ Ẑ環境ἰ἟ἊἳὅἚ等ỉ環境配慮経営Ệ関ẴỦ状況ẑử表Ẵ情報Ὁ指標ᴾ ᾉᴾ ᵫᵿᶌᵿᶅᶃᶋᶃᶌᶒᴾᵮᶃᶐᶄᶍᶐᶋᵿᶌᶁᶃ ᵧPᶌᶂᶇᶁᵿᶒᶍᶐᶑᴾ

ᾀώᴾ環境配慮ỉӕ組方針ẆἥἊἹὅ及Ỏʙ業戦略等ᴾ

ᴾ ίᾀὸᴾ 環境配慮ỉӕ組方針ᴾ

ᴾ ίᾁὸᴾ ᣻要ễ課᫆ẆἥἊἹὅ及Ỏʙ業戦略等ᴾ

ᾁώᴾ組織体制及ỎỾἢἜὅἋỉ状況ᴾ

ᴾ ίᾀὸᴾ環境配慮経営ỉ組織体制等ᴾ

ᴾ ίᾁὸᴾ環境ἼἋἁἰ἟ἊἳὅἚ体制ᴾ

ᴾ ίᾂὸᴾ環境Ệ関ẴỦ規制等ỉ遵ܣ状況ᴾ

ᾂώἋἘὊἁἭἽἒὊồỉ対応ỉ状況ᴾ

ᴾ ίᾀὸᴾἋἘὊἁἭἽἒὊồỉ対応ᴾ

ᴾ

ᴾ ίᾁὸᴾ環境Ệ関ẴỦ社会ᝡ献活動等ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᾃώἢἼἷὊἓỹὊὅỆấẬỦ環境配慮等ỉӕ組状況ᴾ

ᴾ ίᾀὸᴾ ἢἼἷὊἓỹὊὅỆấẬỦ環境配慮ỉӕ組方針Ẇ戦略等ᴾ

ᴾ ίᾁὸᴾἂἼὊὅ購入Ὁ調ᢋᴾ

ᴾ ίᾂὸᴾ環境᝟荷˯減Ệ資ẴỦ製品ὉἇὊἥἋ等ᴾ

ᴾ ίᾃὸᴾ環境関連ỉ新২術Ὁ研究開 ᴾႆ

ᴾ ίᾄὸᴾ環境Ệ配慮ẲẺ輸送ᴾ

ᴾ ίᾅὸᴾ環境Ệ配慮ẲẺ資源Ὁɧ動産開ႆ὾投資等ᴾ

ᴾ ίᾆὸᴾ環境Ệ配慮ẲẺ廃棄物処理὾ἼἇỶἁἽᴾ

ᴾ

ᴾ

ᾂώ環境方針ᴾ

ᴾ

ᴾ

ὼᴾ

ᴾ

ᾆὼᾄᴾ環境関連ỉ法規制ỉ遵ܣ状況ᴾ

ᴾ

ᾄώ学生ἇὊἁἽ活動ᴾ

ᾅώ地域ᝡ献ᴾ
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